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巨
大
な
カ
ル
デ
ラ
を
主
に
構
成
す
る
中
央

火
口
丘
群
を
阿
蘇
五
岳
と
呼
ぶ
。
阿
蘇
五

岳
は
最
高
峰
の
高
岳（
1
5
9
2
m
）、
中

岳（
1
5
0
6
m
）、根
子
岳（
1
4
0
8
m
）、

烏
帽
子
岳（
1
3
3
7
m
）、
杵
島
岳

（
1
2
7
0
m
）
で
、
火
の
国
熊
本
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
。
カ
ル
デ
ラ
の
外
側
に
は
な

だ
ら
か
な
火
砕
流
台
地
に
よ
り
外
輪
山
が

形
成
さ
れ
て
お
り
、 

学
術
的
に
は
こ
れ
を

含
め
て
阿
蘇
火
山
と
呼
ん
で
い
る
。

カ
ル
デ
ラ
は
約
30
万
年
前
か
ら
9
万
年

前
ま
で
に
4
回
の
大
噴
火
で
形
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
9
万
年
前
の
大
規
模
な

噴
火
で
は
、
火
砕
流
の
堆
積
物
が
海
を
越

え
た
天
草
や
山
口
県
秋
吉
台
で
確
認
さ

れ
、
火
山
灰
は
北
海
道
東
部
で
厚
さ
10
㎝

以
上
の
堆
積
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

現
在
、
火
山
活
動
を
し
て
い
る
の
は
、

中
岳
の
第
1
火
口
の
み
。
中
岳
に
は
第
1

〜
第
7
火
口
が
あ
り
、
昭
和
初
期
に
は
第

2
火
口
と
第
4
火
口
も
活
動
し
て
い
た
。

昭
和
以
降
、
中
岳
火
口
周
辺
で
観
光
客

な
ど
が
火
山
ガ
ス
な
ど
で
被
災
す
る
事
故

が
相
次
い
だ
。
現
在
は
、
火
口
周
辺
に
ガ

ス
自
動
測
定
装
置
を
設
置
し
、
一
定
以
上

の
濃
度
を
検
出
し
た
ら
徹
底
し
た
立
入
り

規
制
を
実
施
し
て
、
観
光
客
に
対
す
る
ガ

ス
周
知
と
安
全
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

熊本県
あそさん

阿蘇山

vol.12

火の国のシンボル

噴煙を上げる中岳第 1火口（写真撮影：上野文雄）

阿蘇山
熊本県阿蘇地方、世界最大級のカルデラ（東西約17km、南北約25km）の中に、今も噴煙を上げる中岳などの中央火口丘
群が存在する。それを阿蘇山と呼ぶ。噴火警戒レベル１（平常）3月4日現在
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なぜ、住宅の耐震化が
進まないのか？
̶̶東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター長　目黒公郎

Active Woman file 12

佐藤江梨子さん[女優 ]
Disaster Report

阪神・淡路大震災15周年事業
ハイチにおける大地震

TOPICS

防災ボランティア活動の意義をみんなで考える
平成21年度「防災とボランティアのつどい」を開催
「第25回防災ポスターコンクール」受賞作品決定
「2009年度防災教育チャレンジプランワークショップ」開催

Disaster management NEWS ̶̶ 防災の動き
・中央防災会議を開催
・アジア防災会議2010、国際復興フォーラム2010
・1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」の取組
・第6回「ぼうさい探検隊フォーラム」
・消防団員募集中
・平成21年度「アジア各国等の防災力強化支援事業」

過去の災害に学ぶ 27
1923年9月1日関東大震災　その4
̶̶関西学院大学総合政策学部教授　室﨑益輝

防災リーダーの素顔　第6回　
東伊豆町大川区自主防災会　山田稔

日本の知恵を世界に　第6回　セミナー・支援プロジェクト
̶̶兵庫県立舞子高等学校教諭　諏訪清二

記者の眼　毎日新聞東京本社社会部記者　福永方人

防災Q&A

スケジュール・防災ちょっとクイズ



兵
庫
県
南
部
地
震
か
ら
15
年
。

こ
の
地
震
で
25
万
棟
が
全
半
壊
し
、

多
く
の
人
々
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
か
ら
火
災
が
生
じ
、

消
火
活
動
を
妨
げ
、
被
害
を
広
げ
ま
し
た
。

大
地
震
か
ら
命
を
守
り
、
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、

地
震
に
強
い
住
宅
に
住
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
住
宅
が
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
住
宅
の
耐
震
化
が
進
ま
な
い
の
か
。

東
京
大
学
教
授
の
目
黒
公
郎
先
生
と
と
も
に
考
え
ま
す
。

❶写真提供：阪神・淡路大震災を記録し続ける会
　（撮影：Frank Carter）
❷写真提供：阪神・淡路大震災を記録し続ける会
　（撮影：長沼満）
❸写真提供：阪神・淡路大震災を記録し続ける会
　（撮影：勇山宏幸）
❹写真提供：阪神・淡路大震災を記録し続ける会
　（撮影：山田深雪）

❶

❷
❸
❹

な
ぜ
、住
宅
の
耐
震
化
が
進
ま
な
い
の
か
？
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6 強
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5強

5弱
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震度

延焼を引き起こした火元

即時に消された火元
0 3km

地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊

  （1） 

地
震
と
火
災

大
正
12
年
の
関
東
地
震
が
引
き
起
こ
し

た
関
東
大
震
災
で
は
旧
東
京
市
の
4
割
が

延
焼
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
地
震

で
は
火
災
が
怖
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
ま
り
、
消
防
の
充
実
に
重
点
を
置
い
た

施
策
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

当
時
よ
り
も
火
災
に
強
い
建
物
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
7
年
の
兵
庫

倒
壊
し
た
建
物
が
道
路
を
塞
ぎ
火
災
現
場

に
か
け
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
五
つ

目
は
住
民
が
通
常
の
火
災
と
同
じ
よ
う
に

消
防
車
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
延
焼
火
災
の
主
な

原
因
の
一
つ
に
建
物
の
倒
壊
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
地
震
時
の
延
焼
火
災

の
問
題
は
重
要
な
課
題
で
す
が
、
こ
の
改

善
に
は
建
物
の
耐
震
性
の
向
上
も
、
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
建
物
が
倒
壊

し
な
け
れ
ば
大
規
模
延
焼
の
問
題
は
大
幅

に
改
善
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

  （2） 

地
震
と
建
物
の
倒
壊
に
よ
る

人
的
被
害

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
犠
牲
者
の
8

割
以
上
が
建
築
物
の
倒
壊
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
方
々
の
年
齢

を
見
る
と
、
高
齢
の
方
々
が
多
い
一
方
で
、

20
〜
25
歳
の
若
い
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
に
被
害

が
多
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
就
学
や
就
職

の
た
め
に
神
戸
以
外
か
ら
来
て
い
た
多
く

の
若
者
が
、
老
朽
化
し
た
安
い
ア
パ
ー
ト
・

独
身
寮
な
ど
で
生
活
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
に
よ
り
、
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

  （3） 

地
震
に
対
す
る
建
築
物
の
強
さ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
多
く
の
建
築

物
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
18

年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
兵
庫
県
南

部
地
震
と
同
程
度
の
強
さ
の
揺
れ
で
も
、

県
南
部
地
震
が
引
き
起
こ
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
も
、
火
災
が
発
生
し
多
く
の

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
震
で
の
延
焼
火
災
の
状
況

を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
大
き
な
原
因
の

一
つ
に
建
物
の
倒
壊
が
あ
り
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
火
災
の
特
徴
は
、
小
さ
な

火
災
の
同
時
多
発
で
す
。
平
時
の
火
災
が

1
日
平
均
2
件
前
後
と
い
う
神
戸
市
で
、

地
震
発
生
直
後
の
14
分
間
に
同
市
の
消
防

の
対
応
力
を
は
る
か
に
超
え
る
53
件
の
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
、

出
火
当
初
に
地
域
住
民
が
初
期
消
火
で
き

る
規
模
の
火
災
で
し
た
が
、
な
ぜ
そ
れ
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理

由
の
一
つ
は
、
常
時
で
あ
れ
ば
火
災
が
起

き
た
ら
消
火
に
あ
た
る
人
た
ち
が
、
倒
壊

し
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
り
、
消
火
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
二
つ
目
は
本
来

消
火
活
動
に
あ
た
る
地
域
住
民
が
倒
壊
家

屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
た
ち
を
助
け
る

こ
と
を
最
優
先
に
し
た
こ
と
、
三
つ
目
は

倒
壊
家
屋
の
下
か
ら
の
出
火
は
市
民
に
よ

る
消
火
活
動
が
難
し
い
こ
と
、
四
つ
目
は

出典：「神戸市内における検死統計」兵庫県監察医、平成7年

図提供：目黒公郎

阪神・淡路大震災における犠牲者（神戸市内）の死因
（平成21年度防災白書）

83%

3.9%

12.8%

建物倒壊による頭部損傷、内臓損傷、
頚部損傷、窒息、外傷性ショック等

焼死等によるもの

その他

阪神・淡路大震災の火災発生場所と震度の関係
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6＋
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5＋
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不明

震度

0　　　　　5　　　　　10 km

関東地震の出火点と建物被害の重ね合わせ

震度分布は木造建物の被害から推定
されたもの（武村氏による）



害
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
56
年
に
導
入
さ

れ
た
耐
震
基
準
（
新
耐
震
基
準
）
は
、
中

規
模
の
地
震
（
震
度
5
強
程
度
）
に
対
し
て

は
、
ほ
と
ん
ど
損
傷
を
生
じ
ず
、
き
わ
め

て
稀
に
し
か
発
生
し
な
い
大
規
模
地
震
（
震

度
6
強
か
ら
震
度
7
に
達
す
る
程
度
）に

対
し
て
は
、
人
命
に
危
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な

倒
壊
な
ど
の
被
害
を
生
じ
な
い
こ
と
を
目
安

と
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
基
準
を
満

た
さ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
既
存
不
適
格
建
物
が

現
在
で
も
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
地
震
活
動
度
の
高
い
時
期
を
迎

え
た
わ
が
国
で
は
、
今
後
、
30
〜
50
年
間

に
関
東
地
震
と
同
様
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
M
）8
ク
ラ
ス
の
地
震
が
4
〜
5
回
、
兵

庫
県
南
部
地
震
と
同
様
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
M
）7
ク
ラ
ス
の
地
震
が
40
〜
50
回
起
こ

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
わ
が

国
で
は
、
強
い
建
物
に
住
む
こ
と
が
地
震

被
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
最
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
耐
震
化
が
不
可
欠
な
の
で

す
。住

宅
の
耐
震
化
が

進
ま
な
い

  （1） 

住
宅
の
耐
震
化
に
対
す
る

国
民
の
意
識

平
成
21
年
度
の
内
閣
府
に
よ
る
「
防
災

に
関
す
る
特
別
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、「
自

然
災
害
の
被
害
に
対
す
る
不
安
」
に
つ
い

て
は
、「
不
安
が
あ
る
」
と
答
え
た
割
合
は

83.
6
％
あ
り
ま
し
た
。「
耐
震
補
強
工
事

建
物
の
被
害
は
格
段
に
少
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

ら
の
地
域
の
住
宅
が
、
積
雪
を
考
慮
し
た

雪
国
仕
様
の
建
物
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。
強

固
な
基
礎
、
太
い
柱
や
梁
、
防
寒
の
た
め

の
小
さ
な
窓
と
多
い
壁
、
積
雪
対
策
の
た

め
の
ス
レ
ー
ト
や
ト
タ
ン
な
ど
の
軽
い
屋
根

が
地
震
に
強
い
構
造
物
を
実
現
し
て
い
た

の
で
、
結
果
的
に
地
震
に
強
い
構
造
の
建
物

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
物
の
被
害
が
少

な
か
っ
た
の
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
建
築
基
準

法
の
耐
震
基
準
が
強
化
さ
れ
た
昭
和
56
年

以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
築
物
に
多
く
の
被

●●これから起こる主な地震
※％は今後30年以内に地震が起こる確率
※確率は平成19年1月1日起点

根室沖 30～40％
（M7.9程度）

三陸沖北部 90％
（M7.1 ～ 7.6）

三陸沖から
房総沖の海溝寄り 20％
（M8.2）

三陸沖南部海溝寄り 
80～90％
（M7.7前後）

茨城県沖 90％
（M6.8程度）

首都直下 70％
（M6.7～7.2程度）

東南海 60～70％
（M8.1前後）

南海 50％
（M8.4前後）
※南海と東南海が同時発生の場合M8.5前後

宮城県沖 99％
（M7.5前後）

東海 87％
（M8.0）

安芸灘～伊予灘～豊後水道 40％
（M6.7～7.4）

現在危険性が指摘されている巨大地震

あなたの家の地震時の挙動（耐震補強の前と後）

12秒後12秒後

15秒後15秒後

18秒後18秒後

図提供：目黒公郎



の
実
施
状
況
」
に
つ
い
て
は
、「
耐
震
性
が

あ
る
住
宅
に
住
ん
で
い
る
」
と
い
う
回
答

が
、
平
成
19
年
度
の
16
.
8
％
か
ら

23.
0
％
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
耐
震

補
強
工
事
の
実
施
に
つ
い
て
は
、「
1
年
以

内
に
実
施
す
る
予
定
が
あ
る
」
と
「
1
年

以
内
で
は
な
い
が
、
実
施
す
る
予
定
が
あ

る
」
の
合
計
が
、
4.
9
％
か
ら
4.
4
％

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
実
施
す
る

つ
も
り
は
な
い
」
が
47
.
2
％
か
ら

39.
8
％
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

耐
震
化
に
対
す
る
人
々
の
意
識
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 （2） 

耐
震
補
強
工
事
の
実
施
予
定
が

な
い
理
由

耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
、「
予
定
は
な

い
が
、
い
ず
れ
実
施
し
た
い
」
と
「
実
施
す

る
つ
も
り
は
な
い
」
を
あ
げ
た
人
へ
の
「
耐

震
補
強
工
事
の
実
施
予
定
が
な

い
理
由
」
の
問
い
に
は
、「
お

金
が
か
か
る
か
ら
」「
必
要
性

を
実
感
で
き
な
い
か
ら
」「
集

合
住
宅
や
借
家
な
ど
に
住
ん
で

お
り
、
自
分
だ
け
で
は
判
断
で

き
な
い
か
ら
」「
効
果
が
あ
る

か
不
明
だ
か
ら
」
と
の
理
由
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
災

害
の
被
害
に
対
す
る
不
安
が
あ

る
と
回
答
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
対
策
を
実
行
し
よ
う

と
し
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。住

宅
の
耐
震
化

の
方
法

 （1） 

耐
震
化
に
対
す
る

支
援

 
昭
和
56
年
に
建
築
基
準
法
の

耐
震
基
準
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
阪
神
・
淡
路
大
震

災
に
よ
っ
て
、
平
成
7
年
に
は
、

建
築
物
の
耐
震
改
修
を
促
進
す
る
た
め
、

多
く
の
人
々
が
利
用
す
る
特
定
建
築
物
に

対
す
る
指
導
・
指
示
な
ど
を
定
め
た
「
建

築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
18
年

1
月
に
は
こ
の
改
正
法
が
施
行
さ
れ
、
国

が
基
本
方
針
を
定
め
、
地
方
公
共
団
体
が

耐
震
改
修
促
進
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的

に
耐
震
改
修
に
取
組
む
仕
組
み
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
は
、
平
成
15
年
の
約

4
7
0
0
万
戸
の
75
％
の
住
宅
耐
震
化
率

を
平
成
27
年
ま
で
に
90
％
ま
で
引
き
上
げ

る
こ
と
を
全
国
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
21
年
12
月
30
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略
（
基
本
方
針
）」

に
お
い
て
、
平
成
32
年
ま
で
に
耐
震
性
が

不
十
分
な
住
宅
の
割
合
を
５
％
に
下
げ
、

安
全
・
安
心
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

耐
震
改
修
に
は
、
所
有
者
に
と
っ
て
決

し
て
小
さ
く
な
い
費
用
負
担
が
必
要
で
す

が
、
建
築
物
の
大
半
を
占
め
る
民
間
建
築

物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
に
は
、
そ
の
負

担
軽
減
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
国
は
、「
住

宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業
」

で
耐
震
改
修
と
耐
震
診
断
を
補
助
し
、
地

域
住
宅
交
付
金
や
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を

活
用
し
て
、
地
域
の
自
主
的
な
取
組
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
税
制
面
で
は
、
平
成
18
年
度
の
税

制
改
正
で
耐
震
改
修
促
進
税
制
が
創
設
さ

れ
、
住
宅
に
関
し
て
は
所
得
税
と
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
所
得
税
に
関
す
る
耐
震
改
修
促
進
税

制
は
、
平
成
21
年
度
の
税
制
改
正
で
適
用

自然災害の被害に対する不安
（平成21年12月）

耐震補強工事の実施状況

57.1%

26.5%

8.3%

7.8%

不安がある
（小計）

不安はない
（小計）

83.6%

16.1%

不安がある

どちらかといえば
不安がある

どちらかといえば
不安はない 

不安はない

わからない    0.3%

( 総数 1,944人 )( 総数 1,944 人 )

１年以内に実施する
予定がある
0.9%

１年以内ではないが、
実施する予定がある
3.5%

予定はないが、
いずれ実施したい

わからない 7.0%

実施するつもりはない

25.7%

39.8%

23.0%

耐震補強工事
実施済みなど、
すでに耐震性
がある

（平成21年12月）

小計
4.4％

0 10 20 30 40 50 60

お金がかかるから

必要性を実感できないから

集合住宅や借家などに住んでおり、
自分だけでは 判断できないから

効果があるか不明だから

どうやって着手・施工したらよいか
わからないから

面倒だから

見た目が悪くなるから

その他

特にない

わからない
(総数 1,273 人 )

耐震補強工事の実施予定がない理由（複数回答）（平成21年12月）

50.6

22.1

21.1

14.2

10.2

6.7

1.2

5.0

3.8

0.8

 （%）
出典：「防災に関する特別世論調査」内閣府



要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
耐
震
改
修
を
し
た
場
合
の

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
を
続
け
、
減
税
の
対
象

と
な
る
既
存
住
宅
の
範
囲
に
、
新
耐
震
基

準
に
適
合
す
る
既
存
住
宅
を
追
加
す
る
な

ど
、
建
築
物
の
耐
震
化
を
強
力
に
促
進
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
耐
震
化
促
進
策

の
ほ
か
、
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い

て
は
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
融
資
を
活

用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
12
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
住
宅
性
能
表
示
制
度
に
よ
り
、

第
三
者
機
関
に
地
震
に
対
す
る
強
さ
を
評

価
さ
せ
、
等
級
表
示
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
等
級
に
応
じ
て
、
地
震
保

険
の
保
険
料
は
最
大
30
％
の
割
引
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
地
震
保
険
へ
の

加
入
を
促
し
、
地
震
災
害
に
よ
る
被
害
へ

の
備
え
の
自
助
努
力
を
支
援
す
る
た
め
、

平
成
18
年
度
に
所
得
税
と
住
民
税
の
地
震

保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

 （2） 

耐
震
診
断

自
分
の
住
ん
で
い
る
家
が
地
震
に
対
し

て
安
全
か
ど
う
か
の
診
断
を
受
け
る
こ
と

が
、
耐
震
化
の
第
一
歩
で
す
。
昭
和
56
年

の
建
築
基
準
法
改
正
前
に
建
築
さ
れ
た
住

宅
か
、
ま
た
立
地
に
よ
っ
て
も
耐
震
性
は

違
い
ま
す
。
専
門
家
の
耐
震
診
断
を
受
け
、

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
補
強
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
住
宅
が
地
震
に
対

し
て
大
丈
夫
か
、（
財
）
日
本
建
築
防
災
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
国
土
交
通
省
住
宅

局
監
修
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震

り
付
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
斜
め
下

30
度
く
ら
い
に
取
り
付
け
る
ほ
う
が
、
効

果
が
高
い
。
前
者
で
は
家
具
の
下
が
滑
っ

て
転
倒
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

❷
ポ
ー
ル
式

天
井
の
強
度
が
弱
く
変
形
し
や
す
い
場

合
2
本
が
独
立
し
て
動
く
の
で
、
2
本
の

ポ
ー
ル
の
上

に
板
を
張
り
、

両
者
を
両
面

テ
ー
プ
で
固

定
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

❸
ハ
ニ
カ
ム
ボ
ー
ド

衣
服
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
固
詰
め
し
た
く

ら
い
の
も

の
を
タ
ン

ス
と
天
井

の
間
に
押

し
込
む
。

天
井
へ
の

負
担
が
軽

減
す
る
の

で
、
効
果

が
あ
り
ま

す
。

　
出
典
‥     「
間
違
い
だ
ら
け
の
地
震
対
策
」
目
黒
公
郎

診
断
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
点
が
問
題
な

の
か
概
略
が
わ
か
り
、
自
分
の
家
の
耐
震

性
に
つ
い
て
問
題
を
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
都
道
府
県
や
市
町
村
で

は
、
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
を
行
う
会
社

の
紹
介
や
、
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事

の
費
用
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
市
町
村
の
防
災
担
当
課
・
建

築
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

 （3） 

耐
震
化
工
事
、
補
強
の
方
法

耐
震
化
・
補
強
の
方
法
と
し
て
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

❶
基
礎
の
補
強

玉
石
基
礎
な
ど
の
場
合
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
布
基
礎
に
替
え
、
こ
れ
に

土
台
を
ア
ン
カ
ー
で
締
め
付
け
ま
す
。

❷
壁
の
補
強

筋
か
い
を
入
れ
た
り
、
構
造
用
合
板
を

張
っ
て
強
い
壁
を
増
や
し
ま
す
。
　

柱
、
筋
か
い
、
梁
な
ど
の
接
合
部
は
金

物
等
を
使
っ
て
堅
固
に
し
ま
す
。

❸
壁
の
配
置

壁
の
量
を
増
や
し
、
か
つ
、つ
り
あ
い
よ
く

配
置
し
ま
す
。

  （4） 

耐
震
化
と
と
も
に
家
具
の
固
定
を

家
を
耐
震
化
す
る
と
、
家
の
倒
壊
か
ら

自
分
と
家
族
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
地
震
に
よ
り
家
具
な
ど
が

倒
れ
下
敷
き
と
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

部
屋
の
間
取
り
や
家
具
な
ど
に
最
適
な
効

果
の
あ
る
家
具
固
定
方
法
を
実
施
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
目
黒
先
生
に
注
意
点
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

❶
チ
ェ
ー
ン
式

チ
ェ
ー
ン
や
ベ
ル
ト
で
壁
に
固
定
す
る

場
合
、
通
常
は
斜
め
上
30
度
く
ら
い
に
取

30°
30°

60°

柱

土台

アンカーボルト

鉄筋
布基礎

アンカーボルトの先端
はU字形にまげる

割栗石

筋
か
い

合
板

間柱

胴縁

　
出
典
‥     「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」（
財
）
日
本
建
築
防
災
協
会



住
宅
の
耐
震
化
の
課
題
と

そ
の
解
決
に
向
け
て

順
調
に
進
ま
な
い
耐
震
化
の
課
題
と
そ

の
解
決
策
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
教
授
の

目
黒
先
生
に
聞
き
ま
し
た
。
以
下
は
目
黒

先
生
の
考
え
で
す
。

　私
は
耐
震
化
を
推
進
す
る
う
え
で
の
課

題
は
次
の
3
つ
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
よ
く
指
摘
さ
れ
る
耐
震
補
強
の

経
費
の
問
題
も
、
こ
れ
ら
が
解
決
さ
れ
れ

ば
お
の
ず
と
解
決
さ
れ
る
し
、
先
ほ
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
も
大
き
く
変
化

す
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
指
摘
す
る
3
つ

の
課
題
と
は
、
人
々
の
低
い
「
災
害
イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
問
題
、
耐
震
補
強
を

取
り
巻
く
技
術
的
な
課
題
、
そ
し
て
社
会

制
度
的
な
課
題
で
す
。
以
下
で
具
体
的
に

説
明
し
ま
す
。

 （1） 

耐
震
改
修
を
妨
げ
る

3
つ
の
課
題

 

現
在
の
わ
が
国
の
よ
う
に
、
地
震
が
多

発
す
る
危
険
性
の
高
い
状
況
に
お
け
る
防

災
の
最
重
要
課
題
は
、
既
存
不
適
格
建
物

の
建
替
え
や
耐
震
補
強
（
改
修
）
を
推
進

す
る
こ
と
で
す
が
、
う
ま
く
進
展
し
て
い

ま
せ
ん
。
最
大
の
理
由
は
、「
災
害
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
低
さ
で
す
。
発
災
時
の

季
節
や
天
気
、
曜
日
や
時
刻
、
自
分
の
立

場
や
役
割
、
さ
ら
に
服
装
な
ど
の
条
件
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
発
災
か
ら
の
時
間
経

過
に
と
も
な
っ
て
自
分
の
ま
わ
り
で
起
こ

る
状
況
を
具
体
的
に
想
像
す
る
能
力
が
低

い
の
で
す
。

効
果
的
な
防
災
対
策
は
、「
災
害
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
基
づ
い
た
「
現
状
に
対

す
る
理
解
力
」
と
「
各
時
点
に
お
い
て
適

切
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
の
判
断
と

対
応
力
」
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
し
ま

す
。
人
間
は
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
状
況

に
対
す
る
適
切
な
心
が
け
や
準
備
な
ど
は

絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
低
い
と
、
耐
震
補
強
を
は
じ
め

と
す
る
事
前
対
策
の
重
要
性
を
認
識
で
き

な
い
の
で
、
ど
ん
な
に
環
境
を
整
え
て
も

進
展
し
ま
せ
ん
。
現
在
の
防
災
上
の
問
題

は
、
社
会
の
様
々
な
立
場
の
人
々
、
す
な

わ
ち
、
政
治
家
、
行
政
、
研
究
者
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
、
マ
ス
コ
ミ
、
そ
し
て
一
般
市
民

の
災
害
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
低
さ
が
、

最
適
な
事
前
・
最
中
・
事
後
の
対
策
の
具

体
化
を
阻
ん
で
い
る
点
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。
地
震
被
害
の
状
況
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
す
る
能
力
の
向
上
に
は
、
私
が
提
案
し

て
い
る
災
害
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

「
目
黒
メ
ソ
ッ
ド
」
や
「
目
黒
巻
」
な
ど
の

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

災
害
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
次
は
、
適

切
な「
技
術
」と「
制
度
」の
整
備
が
重
要
で
、

前
者
は
、「
補
強
技
術
」
と
「
診
断
技
術
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。「
補
強
技
術
」
に
関
し

て
い
え
ば
、
木
造
に
限
っ
て
も
1
0
0
0

万
戸
を
超
え
る
既
存
不
適
格
建
物
と
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
状
況
を
考
え
る
と
、
性

能
は
高
い
が
高
価
な
工
法
は
問
題
解
決
の

決
定
打
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
低
価
格
な
こ

と
、
た
だ
し
施
工
者
に
応
分
の
利
益
が
上

が
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
安
け
れ
ば
安
い

ほ
ど
い
い
」
で
は
、
健
全
な
業
者
が
参
入

し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
実
施
し
た
際
の「
効
果
」

が
、
た
と
え
こ
れ
が
著
し
く
高
く
な
く
て

も
、
信
頼
性
の
高
い
情
報
と
し
て
、
持
ち

主
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
環
境
の
整
備
が

大
切
で
、
こ
の
中
の
重
要
な
要
素
と
し
て

簡
便
で
高
精
度
な
診
断
法
の
整
備
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
簡
便
か
つ
高
精
度
な
診
断
法

が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
耐
震
補
強
に
対
す
る

信
頼
性
は
向
上
し
、
悪
徳
業
者
が
入
り
込

む
余
地
は
な
く
な
り
ま
す
。

「
制
度
」
と
し
て
は
、
建
物
の
持
ち
主
に

耐
震
補
強
に
対
す
る
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
「
技
術
」

の
価
格
や
信
頼
度
に
関
わ
る
不
確
定
性
を

カ
バ
ー
す
る
機
能
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
近
い
将
来
の
地
震
で
、
全
壊
・

全
焼
の
み
で
も
最
悪
2
0
0
万
棟
（
世
帯

数
に
す
れ
ば
そ
の
2
倍
程
度
）
を
超
え
る

よ
う
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
は
、

「
事
前
に
行
政
が
お
金
を
用
意
し
て
進
め
る

現
在
の
耐
震
補
強
支
援
策
」
も
「
行
政
に

よ
る
事
後
の
手
厚
い
被
災
者
支
援
策
」
も

財
政
的
に
成
り
立
ち
ま
せ
ん
し
、
副
次
的

に
も
多
く
の
問
題
を
生
み
ま
す
。
前
者
で

は
数
を
限
っ
て
実
施
し
て
も
「
や
り
っ
ぱ

な
し
」
の
制
度
が
、
悪
徳
業
者
が
入
り
込

む
環
境
を
作
る
し
、
後
者
は
最
も
重
要
な

事
前
の
耐
震
補
強
対
策
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
削
ぐ
の
で
す
。
い
ず
れ
も
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
を
対
象
と
し
て
、
長
期
的
な

視
点
か
ら
わ
が
国
の
防
災
に
貢
献
す
る
制

度
に
な
っ
て
い
な
い
し
、
公
的
な
資
金
の

有
効
活
用
の
点
か
ら
も
説
明
責
任
が
果
た

せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と
私
は
思
い

ま
す
。

 （2） 

防
災
に
お
け
る
「
自
助
」

「
共
助
（
互
助
）」「
公
助
」

 

防
災
に
お
い
て
は
「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
が
重
要
で
す
が
、
基
本
は
「
自
助
」

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
共
助
」
や
「
公
助
」

は「
自
助
」を
誘
発
す
る
仕
組
み
が
な
い
と
、

大
幅
な
無
駄
や
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
生
む

だ
け
で
な
く
、
被
害
軽
減
に
結
び
つ
き
ま

せ
ん
。
防
災
に
お
い
て
、「
自
助
」
が
基
本

と
い
え
る
理
由
は
、
現
在
発
生
が
危
惧
さ

れ
る
大
規
模
地
震
災
害
時
に
は
、
被
害
量

が
膨
大
に
な
る
た
め
、
行
政
の
み
の
対
応

写真提供：阪神・淡路大震災を記録し続ける会（撮影：坪田眞紀生）



で
は
不
十
分
な
こ
と
、
ま
た
規
模
が
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
な
く
と
も
、
生
死
に
直
結
す

る
発
災
直
後
の
時
間
帯
は
、
行
政
に
よ
る

十
分
な
対
応
を
期
待
す
る
こ
と
が
不
可
能

だ
か
ら
で
す
。

地
震
防
災
に
お
け
る
「
自
助
」
の
最
重

要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
既
存
不
適
格
建
物

の
持
ち
主
に
よ
る
事
前
の「
建
替
え
」と「
耐

震
補
強
」で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る「
制
度
」

と
し
て
、
私
は
「
行
政
に
よ
る
新
し
い
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
（
公
助
）」、「
耐
震
補

強
実
施
者
を
対
象
と
し
た
共
済
制
度
（
共

助
）」、「
新
し
い
地
震
保
険
（
自
助
）」
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
3
つ
の
制
度

（
目
黒
の
3
点
セ
ッ
ト
）
に
よ
り
、
耐
震
補

強
が
不
要
な
高
い
耐
震
性
の
建
物
に
住
む

人
と
耐
震
補
強
を
実
施
し
た
人
は
、
将
来

の
地
震
で
万
が
一
、
全
壊
・
全
焼
な
ど
の

被
害
を
受
け
て
も
新
築
住
宅
の
再
建
に
十

分
な
支
援
を
地
震
後
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
が
整
い
ま
す
。

 （3） 

目
黒
の
3
点
セ
ッ
ト

 ❶
目
黒
提
案
の
公
助
シ
ス
テ
ム

わ
が
国
は
自
然
災
害
に
つ
い
て
は
自
力

復
興
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
実

際
に
は
、
被
災
者
に
は
各
種
の
公
的
支
援

が
な
さ
れ
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
に
は
、

ガ
レ
キ
処
理
や
仮
設
住
宅
の
建
設
・
撤
去
、

復
興
住
宅
の
建
設
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、

全
壊
住
宅
世
帯
に
は
1
世
帯
当
た
り
最
大

で
一
千
数
百
万
円
、
半
壊
で
も
1
0
0
0

万
円
規
模
の
お
金
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
被
災
者
個
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
を
支
援
す
る
た

め
に
使
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
多
く

は
建
物
被
害
が
な
け
れ
ば
費
や
す
必
要
の

な
い
お
金
で
あ
り
、
そ
の
主
な
原
資
は
公

費
で
す
。

そ
こ
で
私
は
次
の
よ
う
な
「
行
政
に
よ

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
」
を
提
案
し
ま

し
た
。
持
ち
主
が
事
前
に
自
前
で
、
耐
震

診
断
を
受
け
補
強
の
必
要
が
な
い
と
評
価

さ
れ
た
住
宅
、
ま
た
は
耐
震
補
強
を
し
て

認
定
を
受
け
た
住
宅
（
い
ず
れ
も
将
来
の

地
震
時
の
公
費
の
軽
減
の
た
め
に
自
助
努

力
し
た
も
の
）
が
、
地
震
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
た
場
合
に
、
損
傷
の
程
度
に
応
じ

て
、
行
政
か
ら
優
遇
支
援
さ
れ
る
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
が
実
現
す
る
と
、
被
災
建

物
数
が
激
減
す
る
の
で
、
行
政
は
全
壊
世

帯
に
1
0
0
0
万
円
を
優
に
越
え
る
支
援

を
し
て
も
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
出
費
は
大

幅
に
減
り
ま
す
。

自
治
体
が
事
前
に
お
金
を
用
意
し
て
、

市
民
に
補
強
を
お
願
い
す
る
現
在
の
制
度

は
、
既
存
不
適
格
建
物
数
を
考
え
る
と
、

都
道
府
県
単
位
で
地
震
の
前
に
数
千
億
円

規
模
の
予
算
措
置
を
必
要
と
し
、
現
実
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
建
物
の
数
を

限
っ
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
、
公
的
資
金

が
導
入
さ
れ
た
耐
震
補
強
家
屋
の
そ
の
後

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
確
認
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
行
政
に
発
生
し
な
い
「
や
り
っ

ぱ
な
し
」
の
制
度
で
あ
り
、「
悪
徳
業
者
」

を
生
む
土
壌
を
つ
く
り
ま
す
。
さ
ら
に
高

額
の
補
助
金
を
出
す
自
治
体
で
は
、
市
民

が
な
る
べ
く
高
い
資
金
援
助
を
得
る
た
め

に
所
得
が
低
く
な
る
ま
で
補
強
を
先
送
り

し
た
り
、
高
い
支
援
金
を
見
込
ん
だ
業
者

に
よ
る
補
強
が
他
地
域
に
比
べ
て
著
し
く

高
額
に
な
っ
た
り
す
る
問
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。

一
方
、
私
の
提
案
す
る
制
度
で
は
、
行

政
は
事
前
に
巨
額
の
資
金
を
用
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
発
生
す
る
被
害

を
激
減
さ
せ
、
行
政
と
市
民
の
両
者
の
視

点
か
ら
地
震
時
の
出
費
を
大
幅
に
軽
減
し
、

税
金
の
有
効
活
用
を
実
現
し
ま
す
。
し
か

も
契
約
建
物
の
耐
震
性
を
継
続
的
に
確
認

す
る
仕
組
み
が
誘
発
さ
れ
、
住
宅
の
継
続

的
な
品
質
管
理
に
貢
献
し
ま
す
。
さ
ら
に

「
や
り
っ
ぱ
な
し
の
悪
徳
業
者
」
を
排
除
し

地
元
に
責
任
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
も
た
ら
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
の
で
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
次
に
述
べ
る
「
行
政

に
よ
る
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
」
も
有
効

で
す
。
経
済
的
な
理
由
か
ら
耐
震
補
強
で

き
な
い
と
い
う
世
帯
を
調
べ
て
み
る
と
、

多
く
の
ケ
ー
ス
で
は
「
今
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が

な
い
」
だ
け
で
、
土
地
付
の
住
宅
や
生
命

保
険
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
こ

の
人
た
ち
に
は
土
地
や
生
命
保
険
を
担
保

に
、
金
融
機
関
か
ら
耐
震
補
強
費
を
借
り

て
、
ま
ず
補
強
を
し
て
も
ら
う
。
し
か
し

毎
月
の
支
払
い
が
難
し
い
の
で
、
そ
の
分

を
行
政
が
公
的
資
金
か
ら
貸
し
出
す
。
払

い
戻
し
は
そ
の
世
帯
主
が
亡
く
な
っ
た
際

に
一
括
し
て
行
え
ば
良
い
。
行
政
は
貸
し

出
す
だ
け
で
、
基
本
的
な
出
費
は
な
い
が
、

こ
れ
に
よ
り
市
民
の
命
が
守
ら
れ
、
行
政

は
地
震
時
の
出
費
を
大
幅
に
軽
減
で
き
ま

す
。
市
民
も
損
害
を
軽
減
で
き
る
し
、
仮

に
被
災
し
た
場
合
も
行
政
か
ら
手
厚
い
ケ

ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

❷
目
黒
提
案
の
「
共
助
」
シ
ス
テ
ム

私
の
提
案
す
る「
共
助
」シ
ス
テ
ム
は「
耐

震
補
強
実
施
者
（
も
と
も
と
高
耐
震
の
建

物
に
住
む
人
を
含
む
）
を
対
象
と
し
た
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
の
共
済
制
度
」
で
す
。
現
行

の
耐
震
性
を
満
足
す
る
建
物
が
被
災
す
る

の
は
お
お
む
ね
震
度
6
以
上
の
場
所
で
す
。

現
在
心
配
さ
れ
て
い
る
巨
大
地
震
が
発
生

し
て
も
、
震
度
6
以
上
の
揺
れ
に
さ
ら
さ

れ
る
地
域
に
存
在
す
る
建
物
は
全
国
の
建

物
の
数
％
以
下
で
す
。
こ
の
地
域
内
に
存

在
す
る
耐
震
補
強
済
み
の
建
物
が
被
災
す

る
確
率
は
、
全
国
比
で
せ
い
ぜ
い
数
百
分

の
1
程
度
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
数
百
世

帯
の
積
立
て
で
全
壊
世
帯
1
軒
、
半
壊
世

帯
2
、
3
を
支
援
す
る
割
合
に
な
り
ま
す
。

私
の
試
算
で
は
、
東
海
地
震
を
対
象
に
考
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え
る
と
、
耐
震
補
強
時
（
1
0
0
万
〜

1
5
0
万
円
を
支
払
う
際
）、
2
万
円
ほ
ど

の
積
立
て
を
1
回
す
る
だ
け
で
全
壊
時
に

1
0
0
0
万
円
、
半
壊
時
に
3
0
0
万
円

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
わ

が
国
に
お
け
る
最
大
規
模
の
東
海
・
東
南

海
・
南
海
の
連
動
地
震
を
想
定
し
て
も
、

耐
震
補
強
時
に
4
〜
5
万
円
程
度
（
消
費

税
以
下
）
の
積
み
立
て
を
1
回
だ
け
す
れ

ば
、
同
様
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
耐
震
補
強
を
前
提
に
し
な
い

共
済
で
は
、
結
果
的
に
自
助
努
力
し
た
人

か
ら
集
め
た
お
金
が
努
力
し
て
い
な
い
人

に
流
れ
る
だ
け
で
、
耐
震
補
強
へ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
削
ぎ
ま
す
。
し
か
も
補
強

を
前
提
に
し
て
い
な
い
の
で
被
災
建
物
数

が
大
幅
に
増
え
、
十
分
な
積
立
て
も
難
し

い
。
対
象
地
域
を
特
定
の
県
に
限
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
な
お
さ
ら
条
件
は
悪
く
な

る
の
で
す
。

❸
目
黒
提
案
の
「
自
助
シ
ス
テ
ム
」　

最
後
に
「
自
助
」
の
制
度
と
し
て
提
案

す
る「
新
し
い
地
震
保
険
」を
紹
介
し
ま
す
。

耐
震
補
強
済
み
の
住
宅
が
揺
れ
で
壊
れ
る

可
能
性
は
著
し
く
低
い
。
ま
た
す
で
に
説

明
し
た
よ
う
な
目
黒
提
案
の
「
公
助
・
共
助
」

制
度
で
、
揺
れ
で
被
災
し
た
場
合
に
は
新

築
に
十
分
な
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
万
円

と
い
う
支
援
が
行
政
（
公
助
）
と
共
済
（
共

助
）
か
ら
得
ら
れ
ま
す
。
問
題
は
震
後
火

災
で
す
。
そ
こ
で
私
の
提
案
す
る
制
度
は
、

揺
れ
に
よ
る
被
害
を
免
責
に
す
る
地
震
保

険
で
す
。
す
な
わ
ち
、
揺
れ
に
は
耐
え
て

残
っ
た
が
、
そ
の
後
の
火
災
で
被
災
し
た

場
合
に
役
立
つ
保
険
で
す
。

兵
庫
県
南
部
地
震
は
風
の
影
響
が
少
な

か
っ
た
と
は
い
え
、
揺
れ
で
被
災
し
た
建

物
は
全
半
壊
で
25
万
棟
、
一
部
損
壊
は
さ

ら
に
39
万
棟
で
す
。
延
焼
火
災
建
物
は
7

千
数
百
棟
で
、
こ
の
中
に
も
揺
れ
で
被
災

し
た
建
物
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
全
半
壊

だ
け
を
対
象
に
し
て
も
、
揺
れ
に
よ
る
被

害
と
火
災
に
よ
る
被
害
は
数
十
倍
違
う
。

建
物
の
耐
震
性
が
高
ま
る
と
消
火
活
動
の

条
件
が
向
上
す
る
の
で
、
延
焼
火
災
数
は

減
少
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
考
慮

し
て
保
険
を
設
計
す
る
と
、
揺
れ
に
よ
る

被
災
建
物
を
免
責
に
し
た
場
合
の
補
償
対

象
建
物
数
は
、
簡
単
に
1
0
0
分
の
一
程

度
に
な
り
ま
す
。
年
間
10
万
円
の
保
険
料

が
1
0
0
0
円
に
な
る
計
算
で
す
。
こ
れ

な
ら
ば
地
震
保
険
の
割
高
感
も
な
く
な
る

し
、
火
災
保
険
の
30
〜
50
％
と
い
う
地
震

保
険
の
補
償
制
限
も
撤
廃
で
き
ま
す
。

 （4） 

認
識
を
改
め
る
べ
き
こ
と

耐
震
補
強
費
は
木
造
住
宅
で
平
米
当
た

り
1
万
5
0
0
0
円
が
目
安
、
1
0
0
㎡

な
ら
1
5
0
万
円
で
す
。
最
近
で
は
も
っ

と
安
い
工
法
が
多
く
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
家
用
車
の
値
段
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
で
家
族
と
財
産
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
自
家
用
車
を
購
入
す
る

際
、
多
く
の
人
は
、
強
制
保
険
は
も
ち
ろ

ん
任
意
保
険
も
買
い
ま
す
。
交
通
事
故
の

悲
惨
さ
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
耐
震
補
強
の
重
要
性
に
関
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
は
低
い
。
さ
ら
に
自
動
車
保
険

は
、
保
険
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
支
払
っ
た
保
険
料
の
投
資

対
効
果
は
1
以
下
で
す
。
し
か
し
現
在
の

地
震
活
動
状
況
を
考
え
る
と
、
耐
震
補
強

の
投
資
対
効
果
（
耐
震
補
強
費
と
そ
れ
に

よ
る
期
待
被
害
軽
減
額
の
比
）
が
5
〜
10

倍
と
い
う
例
（
地
域
と
物
件
）
は
ざ
ら
に

存
在
し
ま
す
。
よ
く
耐
震
補
強
に
使
う
「
お

金
が
な
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
耐
震
補
強
と
無
関
係
な
リ

フ
ォ
ー
ム
は
、
現
在
、
戸
建
住
宅
だ
け
で

も
年
間
40
万
棟
の
規
模
で
、
平
均
4
0
0

万
円
程
度
か
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
機
会
を
活
用
し
て
補
強

を
す
れ
ば
、
耐
震
補
強
の
経
費
は
半
分
程

度
に
簡
単
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
わ
が
国
の
よ
う
に
地
震
活
動
度

の
高
い
地
域
や
時
期
に
は
、「
市
民
1
人
ひ

と
り
が
事
前
の
努
力
で
ト
ー
タ
ル
と
し
て

の
被
害
を
減
ら
す
仕
組
み
を
作
っ
た
う
え

で
、
努
力
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
被
災
し
た

場
合
に
手
厚
い
ケ
ア
を
す
る
制
度
」
の
整

備
が
重
要
で
す
。
事
前
の
努
力
と
無
関
係

に
、「
や
ら
れ
た
人
が
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
、

な
る
べ
く
多
く
の
お
金
を
支
援
し
て
あ
げ

よ
う
」
的
な
制
度
は
財
政
的
に
成
り
立
た

な
い
し
、
被
害
を
抑
止
す
る
効
果
も
あ
り

ま
せ
ん
。「
近
視
眼
的
に
、
ロ
ー
カ
ル
に
、

一
見
良
さ
そ
う
だ
」
的
な
制
度
に
な
っ
て

い
な
い
か
、「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
を
対
象
に
、

長
期
的
に
、
わ
が
国
の
防
災
に
本
当
に
貢

献
す
る
制
度
」、「
納
税
者
に
説
明
責
任
が

果
た
せ
る
制
度
」
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
の
視
点
を
常
に
持
っ
て
、
対
処
し
て
い

く
姿
勢
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

写真提供：阪神・淡路大震災を記録し続ける会（撮影：丸山かおり）



12阪神・淡路大震災で被災した
人々 の話を聞いてほしい

女優

佐藤江梨子さん

テ
レ
ビ
C
F
か
ら
ド
ラ
マ
、
映
画
で
活
躍
す
る
佐
藤
江
梨
子
さ
ん
は
、

日
ご
ろ
か
ら
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

1
月
17
日
放
映
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
15
周
年
特
別
ド
ラ
マ
で
は
、

被
災
地
の
跡
を
歩
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
的
な
物
語
に
主
演
し
て
、

人
々
に
静
か
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

さとう・えりこ●女優。高校在学時
の平成11年、大磯ロングビーチ
キャンペーンガールに合格。グラビ
アアイドルから現在、テレビCFや
番組、ドラマ、映画、舞台などで
女優として活躍している。 映画に
関しての造詣が深く、小説、書評
を書き、デザインも行うなど多才。
映画『プレイガール』『キュー
ティーハニー』『斜陽』『ラッシュラ
イフ』『すべては海になる』、ドラ
マ『ちゅらさん』『電車男』『菊次郎
と さ き』、著 書『気 遣 い 喫 茶』
『TROIS トロワ』（石田衣良、唯川
恵とのリレー小説）など。

表紙・p12, p13 撮影：伊藤千晴



優
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

意
外
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

「
最
初
か
ら
女
優
の
仕
事
を
や
り
た
か
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
ラ
ジ
オ
の
放
送
作
家
や

D
J
が
希
望
で
し
た
。
情
報
を
イ
ン
プ
ッ

ト
し
て
伝
え
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
入
り
た

か
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
な
か
な
か
簡
単

で
は
な
く
、
そ
こ
で
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
受
け
、
今
の
会
社
に
入
り
ま
し
た
」

子
ど
も
の
頃
は
、
と
て
も
お
っ
と
り
と

し
て
い
て
、「
日
頃
ぼ
ん
や
り
家
で
過
ご
す

よ
う
な
タ
イ
プ
」
だ
っ
た
そ
う
だ
。
し
か

し
、
親
の
転
勤
に
よ

る
転
校
が
、
そ
れ
に

少
な
か
ら
ず
変
化
を

及
ぼ
し
た
。

「
転
校
を
何
回
も

繰
り
返
し
、
い
や
で

も
そ
の
土
地
や
人
々

を
理
解
し
て
進
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
異
な
る

場
面
へ
の
適
応
力
が

つ
い
て
き
た
気
が
し

ま
す
」

「
今
の
仕
事
は
舞

台
だ
と
ひ
と
月
や
ふ

た
月
で
変
わ
る
。
毎

日
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
る
の
で
、
ま
っ

た
く
異
な
る
方
々
と
そ
の
現
場
に
自
分
を

適
応
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
の
頃
の
経
験
が
、
今
に
生
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
運
動
は
苦
手
で
し
た
が
、
最

近
は
少
な
く
と
も
体
力
は
つ
い
て
き
ま
し

た
」（
笑
い
）

現
在
は
、
女
優
、
タ
レ
ン
ト
、
執
筆
業
、

と
非
常
に
幅
広
く
こ
な
し
て
い
る
。

「
自
分
の
代
わ
り
は
い
な
い
の
で
、
具
合

が
悪
く
て
も
休
め
ま
せ
ん
。
常
に
健
康
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
や
り
が
い
は
あ
り
ま

す
が
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
」

地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
佐
藤
さ
ん

は
、
水
・
か
ん
ぱ
ん
の
備
蓄
、
寝
室
に
は

ガ
ラ
ス
類
を
極
力
置
か
な
い
、
近
所
の
避

難
所
の
確
認
を
す
る
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

や
10
円
玉
を
常
に
持
つ
、
な
ど
に
留
意
し

て
い
る
と
い
う
。
高
い
防
災
意
識
と
備
え

に
驚
か
さ
れ
た
。

「
小
さ
い
頃
か
ら
常
に
必
要
な
備
え
を
す

る
よ
う
、
親
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
気
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

佐
藤
さ
ん
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
15
周
年
を
機
に
N
H
K
で
製
作
さ

れ
、
1
月
17
日
に
放
送
さ
れ
た
ド
ラ

マ「
そ
の
街
の
こ
ど
も
」に
主
演
し
た
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
つ
い
て

は
、
よ
く
高
速
道
路
の
倒
壊
の
映
像

な
ど
が
象
徴
と
し
て
出
て
き
ま
す

が
、
被
災
し
た
一
人
ひ
と
り
の
声
は

な
か
な
か
出
て
き
ま
せ
ん
。
ま
さ
に

そ
こ
に
い
た
人
々
の
、
実
際
の
話
を

聞
い
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
思
い
か

ら
、
今
回
、
自
分
た
ち
出
演
者
は
実

際
に
被
災
地
の
跡
を
歩
き
、
い
ろ
い

ろ
な
方
の
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
台
本
を
読
ん
で
、泣
い
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て

と
て
も
大
切
な
作
品
で
す
」

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
行

子どものころの転校で
仕事への適応力がつきました

政
の
対
応
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
か
っ

た
。
そ
の
反
省
か
ら
、
以
後
の
災
害
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
始
め
国
全
体

が
、
よ
り
真
剣
に
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
今
回
の
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
作
品

は
、
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
人
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
」

彼
女
の
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と

高
い
意
識
に
裏
打
ち
さ
れ
、
重
い
。

女

NHK震災15年特集ドラマ「その街のこども」



15
周
年
事
業
に
つ
い
て

平
成
7
年
1
月
17
日
、
高
齢
化
が
進
む

大
都
市
を
直
撃
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。

多
く
の
尊
い
命
と
か
け
が
え
の
な
い
も
の

を
失
い
ま
し
た
が
、
被
災
地
で
は
幾
多
の

困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
懸
命
の
努
力
を

重
ね
震
災
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
災

か
ら
15
年
を
迎
え
、

被
災
地
で
は
震
災

を
経
験
し
て
い
な

い
方
が
増
え
る
な

ど
震
災
の
風
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
兵
庫
県
で
は
、

復
旧
復
興
過
程
に

お
け
る
1
0
0
の
教

訓
を
ま
と
め
た
ほ

か
、「
伝
え
る
」「
備

え
る
」
を
テ
ー
マ
に

人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
な
ど
防
災

関
係
機
関
と
連
携

し
た
セ
ミ
ナ
ー
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
連
続

開
催
や
、
民
間
団

体
等
に
よ
る
防
災
・
減
災
活
動
へ
の
積
極

的
支
援
な
ど
、
こ
の
1
年
間
、「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
15
周
年
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
15
年
の
節
目
と
な
る
平
成
22

年
1
月
17
日
に
は
、
震
災
の
経
験
と
教
訓

を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な

社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
多
彩
な

行
事
を
展
開
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日

の
つ
ど
い
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
中
の
「
1
.
17
の
つ
ど
い
　
阪
神
・

淡
路
大
震
災
15
周
年
追
悼
式
典
」
で
は
、

皇
太
子
同
妃
両
殿
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
や
中
井
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
防
災
担
当
）
を
は
じ
め
多
く

の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

犠
牲
者
へ
の
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も

に
安
全
安
心
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
決

意
を
内
外
に
発
信
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

震
災
当
時
に
思
い
を
馳
せ
被
災
地
を
歩
く

「
1.
17
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク
」、

県
民
の
防
災
意
識
の
向
上
や
交
流
を
図
る

「
交
流
ひ
ろ
ば
・
ス
テ
ー
ジ
」
や
「
防
災
訓
練
」

な
ど
を
実
施
し
、
15
年
の
節
目
に
相
応
し

く
過
去
最
高
の
参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

1.
17
は
忘
れ
な
い

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
も
大
規
模
な
災

害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
同
じ
苦

し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
震
災
の
経

験
と
教
訓
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
災
害
被

害
の
軽
減
に
向
け
た
取
組
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
15
周
年
事
業

｜
兵
庫
県
企
画
県
民
部
防
災
企
画
局
防
災
企
画
課
｜

国内災害レポート

平
成
7
年
1
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
15
年
。

こ
の
1
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
15
周
年
事
業
と
、

追
悼
式
典
な
ど
に
つ
い
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

1.17ひょうごメモリアルウォーク2010
（平成22年1月17日、神戸市内）

鳩山内閣総理大臣による追悼の辞（平成22年1月17日、兵庫県公館）



地
震
の
概
況

1
月
12
日
午
後
4
時
53
分
（
日
本
時
間

1
月
13
日
午
前
6
時
53
分
）、
カ
リ
ブ
海
の

国
ハ
イ
チ
の
首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
郊

外
約
15
キ
ロ
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.0
の

強
い
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
、
20
万
人
を
超
え
る

死
者
な
ど
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す

が
、
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
は
ハ
イ
チ
の
人
口

1
0
0
0
万
人
の
う
ち
1
割
の
1
0
0
万

人
が
住
ん
で
お
り
、
経
済
活
動
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ハ
イ
チ
政
府

に
よ
る
と
、
経
済
情
勢
や
治
安
の
悪
化
を
受

け
、
首
都
人
口
の
4
分
の
1
が
地
方
に
移
動

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で

は
、
イ
ン
フ
ラ
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、

水
・
食
料
の
供
給
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
直
後
に
は
、
散
発
的
な
略
奪
行
為

も
発
生
し
、
1
月
17
日
に
は
30
日
間
の
非
常

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本

も
参
加
す
る
国
連
の
P
K
O
活
動
な
ど
に

よ
り
一
定
の
治
安
は
維
持
さ
れ
、
3
月
3

日
時
点
で
は
大
規
模
な
騒
乱
は
報
告
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
地
震
発
生
時
、
ハ
イ

チ
に
は
23
名
の
日
本
人
が
滞
在
し
て
い
ま
し

た
が
、
全
員
の
無
事
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
対
応

日
本
と
し
て
は
、
ま
ず
、
地
震
発
生
翌

日
の
14
日
、
中
井
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
防
災
担
当
）
か
ら
ハ
イ
チ
の
ベ
ル
リ
ー
ブ
防

災
担
当
大
臣
に
対
し
て
お
見
舞
い
状
を
発

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
14
日
に
は
当
面
の

支
援
と
し
て
、
5
0
0
万
ド
ル
を
上
限
と

す
る
緊
急
無
償
資
金
協
力
を
表
明
し
、
そ

の
後
、
国
連
世
界
食
糧
計
画
（
W
F
P
）に

対
し
3
0
0
万
ド
ル
、
国
連
児
童
基
金

（
U
N
I
C
E
F
）
に
対
し
1
5
0
万
ド

ル
、
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
社
連
盟

（
I
F
R
C
）
に
対
し
50
万
ド
ル
の
供
与
を

決
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
日
、

3
0
0
0
万
円
相
当
の
緊
急
援
助
物
資
の

供
与
を
決
定
し
ま
し
た
。

翌
1
月
15
日
、
国
際
緊
急
援
助
隊
医
療

チ
ー
ム
の
派
遣
を
決
定
し
、
17
日
に
ハ
イ

チ
着
。
18
日
朝
か
ら
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス

近
郊
の
レ
オ
ガ
ン
市
で
医
療
活
動
を
実
施

し
26
日
に
帰
国
の
途
に
着
き
ま
し
た
。
こ

の
後
、
1
月
20
日
に
は
、
国
際
緊
急
援
助

隊
自
衛
隊
部
隊
の
派
遣
を
発
表
し
、
23
日

よ
り
医
療
チ
ー
ム
よ
り
引
継
ぎ
を
受
け
つ

つ
レ
オ
ガ
ン
市
に
て
医
療
活
動
を
実
施
。

ま
た
、
1
月
25
日
、
総
額
約
7
0
0
0

万
ド
ル
（
緊
急
援
助
と
し
て
2
5
0
0
万

ド
ル
超
、
復
興
支
援
と
し
て
約
4
5
0
0

万
ド
ル
）
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、

カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
ハ
イ
チ
支
援
に
関
す
る
閣
僚
会
合
に
お

い
て
、
武
正
外
務
副
大
臣
よ
り
日
本
の
新

た
な
支
援
策
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
2
月
5
日
、
国
連
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
国
際
平
和
協
力
法
（
P
K
O

法
）
に
基
づ
き
、M
I
N
U
S
T
A
H
（
ハ

イ
チ
安
定
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
に
自
衛
隊
施

設
部
隊
等
を
派
遣
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定

し
、
6
日
よ
り
順
次
施
設
部
隊
を
派
遣
し

ま
し
た
。

以
上
の
情
報
は
、
3
月
3
日
時
点
の
も

の
で
あ
る
こ
と
に
ご
留
意
願
い
ま
す
。

ハ
イ
チ
に
お
け
る
大
地
震

海外災害レポート

1
月
12
日
、
ハ
イ
チ
で
発
生
し
た
地
震
で
は
、

20
万
人
以
上
の
死
者
な
ど
、
大
き
な
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
被
害
状
況
と
日
本
の
支
援
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

上：ポルトープランス市内の教会
下：ポルトープランス市内の様子
（写真提供：JICA）

（

）



「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ

ど
い
」
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
き
っ
か
け
に
制
定
さ
れ
た
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
（
毎
年
1

月
17
日
）」と「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
（
毎
年
1
月
15
日
か
ら
21

日
ま
で
）」
に
関
連
し
て
、
内
閣

府
が
毎
年
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
災
害

時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実
強
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
15
年
、
新
潟
県
中
越
地
震

か
ら
5
年
の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
た
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
総
括
し
、「
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
を
み
ん
な

で
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

つどいに集まった人々

平成21年度「防災と
ボランティアのつどい」
を開催

防災ボランティア活動の意義をみんなで考える

平
成
22
年
1
月
24
日（
日
）に
日
本
教
育
会
館（
東
京
都
千
代
田
区
）で
平
成
21
年
度
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
、
防
災

に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
持
つ
2
0
0
名
を
超
え
る
方
が
参
加
さ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義

●

活
動
を
通
じ
て
地
域
、
制
度
、
文
化
、

社
会
の
「
本
当
に
大
事
な
モ
ノ
・
コ
ト
・

ヒ
ト
」
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

●

必
要
な
こ
と
を
必
要
な
と
き
に
必
要

な
人
へ
伝
え
る
。
想
い
の
あ
る
人
た
ち

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

●

体
験
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
教

訓
を
生
か
し
て
自
分
達
の
地
域
の
防

災
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

渥
美
公
秀
（
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学

研
究
科
准
教
授
）

【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】

菅
磨
志
保
（
大
阪
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
特
任
教
員
）

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

藤
室
玲
治
（
神
戸
大
学
都
市
安
全
研
究
セ

ン
タ
ー
学
術
研
究
員
）

長
谷
部
治
（
神
戸
市
長
田
区
社
会
福
祉
協

議
会
）

若
林
和
枝
（
N
P
O
法
人
お
ぢ
や
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
）

本
間
和
也
（
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
事
業
係
主
査
）

全体会：午前の部のパネルディスカッション

状
況
な
の
か
を
適
切
に
捉
え
る
「
状
況

共
感
」、
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に

ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
を
理
解
す
る

「
行
為
理
解
」、
自
分
の
行
動
に
対
し

て
納
得
し
て
い
る
か
「
行
動
納
得
」
の

3
つ
の
感
情
が
必
要
。

「
地
域
に
溶
け
込
む
」

●

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
派
遣
」
で
は
な
く
、

「
活
動
紹
介
」。
目
前
の
も
の
へ「
対
応
」

す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
へ
溶
け
込
ん

で
、「
適
応
」
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

全
体
会
・
午
前
の
部

午
前
の
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
、
平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
、
平
成
16
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
の

際
に
活
動
者
の
立
場
か
ら
関
わ
っ
た
方
と

そ
れ
を
支
援
す
る
立
場
で
関
わ
っ
た
方
の

双
方
か
ら
、
当
時
の
現
場
や
活
動
の
状
況

を
振
返
り
な
が
ら
、
い
ま
感
じ
て
い
る
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
内
容
な
ど

伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
衝
撃
を
つ
な
い
で
い
く
」

●

被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

現
場
で
行
わ
れ
て
い
る

「
足
湯
」
の
活
動
。
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
「
つ

ぶ
や
き
」
を
聞
き
、
今

後
の
不
安
や
抱
え
て
い

る
ニ
ー
ズ
な
ど
を
拾
い
、

地
域
の
生
活
や
地
域
の

視
点
を
学
び
、
被
災
を

追
体
験
す
る
。

「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
必
要
な
も
の
」

●

現
場
が
現
在
ど
う
い
う

渥美公秀准教授菅磨志保さん藤室玲治さん長谷部治さん若林和枝さん本間和也さん



分
科
会
❶ 
平
時
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
や
災
害
要
援
護
者
支
援
の
取
組
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
な
ど
を
例
に
、平
時
の
災
害
被
害
の
軽
減
に
向
け
た
多

様
な
活
動
の
内
容
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
内
容
な
ど

❶
福
祉
か
ら
防
災
へ
。
防
災
か
ら
福
祉
へ

福
祉
と
防
災
は
命
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

平
時
の
福
祉
活
動
を
通
し
て
防
災
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て

い
き
、
ま
た
、
防
災
を
通
し
て
福
祉
の
力
が
高
ま
っ
て
い
く
。

❷
自
主
防
災
組
織
か
ら
つ
な
ぐ
支
え
合
い

過
疎
化
、
高
齢
化
な
ど
で
地
域
の
「
共
助
」
の
力
が
落
ち
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
を
利
用
し
て
、
小
地
域
で
支
え
合
え
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

❸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
、
防
災
教
材

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
講

座
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
研
修
を
県

内
各
地
で
実
施
し
、
市
町
村
職
員
や
社
協
職
員
に
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
認
知
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
事
。
パ
パ
・
マ
マ
世
代
は
地
域
と

の
関
係
は
希
薄
で
あ
る
が
、
地
域
の

力
と
な
る
世
代
。
乳
幼
児
目
線
の
教

材
な
ど
を
作
る
こ
と
で
、
防
災
を
通

し
て
地
域
活
動
へ
の
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
。

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
】
高
橋
　
洋

（nerim
asaigai.net

／
練
馬
区
職
員
）

【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】
弘
中
秀
治
（
N
P
O
法
人
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
う
べ
）

【
話
題
提
供
】
千
葉
ひ
ろ
み
、大
森
眞
由
美
（
横
浜
栄
・

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

佐
和
良
佳
（
美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会 

事
務
局
長
）

分
科
会
❷ 

地
域
の
『
受
援
力
』
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円
滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
『
受

援
力（
支
援
を
受
け
る
力
）』を
高
め
る
方
策
や
地
域
内
、地
域
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
必
要
性
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

意
見
交
換
の
内
容
な
ど

❶『
受
援
力
』
と
地
域
防
災
力

知
ら
な
い
人
に
お
手
伝
い
を
頼
み
、
知
ら
な
い
人
の
お
手
伝
い
を

す
る
こ
と
は
お
互
い
不
安
な
も
の
。
し
か
し
、
地
域
外
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
力
を
う
ま
く
引
き
出
す
こ
と
は
、
被
災
地
の
復
興
を

早
め
る
な
ど
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

❷『
受
援
力
』
を
高
め
る
取
組

・
東
海
地
震
で
は
、
静
岡
自
身
が
被
災
者
に
な
り
、
救
援
者
に
も
な

る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
被
災
地
自
身
が
求
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
『
受
援
力
』
を
高
め
る
た
め
に
図
上

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

・
輪
島
市
門
前
地
区
で
は
孤
独
死
を
防
ぐ
目
的
で
福
祉
推
進
員
を
作

り
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
災
害
時
で
も
要
援
護
者
の
安
否

確
認
に
役
に
立
っ
た
。
ま
た
、
被
災
地
外
か
ら
の
視
察
の
対
応
を

地
元
の
人
た
ち
で
行
っ
た
。

・
避
難
訓
練
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
難
病
や
要
支
援
者
に
対
す

る
正
し
い
理
解
、
平
時
か
ら
の
災
害

に
対
す
る
事
前
準
備
、
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
な
ど
を
継
続
的
に
行

う
こ
と
が
重
要
。

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
】
村
野
淳
子
（
大
分
県
社
会
福
祉

協
議
会
大
分
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
専
門
員
）

【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】
山
崎
水
紀
夫
（
N
P
O
法
人 

N
P
O
高
知
市
民
会
議
理
事
）

【
話
題
提
供
】
鳥
羽
　
茂
（
N
P
O
法
人
静
岡
県
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
事
務
局
長
）

高
出
一
明
（
輪
島
市
門
前
地
区
民
生
児
童
委
員
連
絡
会

副
会
長
）、
赤
坂
佳
子
（
輪
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
門

前
支
所
）、

山
本
千
恵
子
、
三
原
睦
子
（
佐
賀
県
難
病
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）

午
後
か
ら
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

左から弘中さん、佐和さん、千葉さん、大森さん、高橋さん

左から、山本さん、赤坂さん、高出さん、鳥羽さん、山崎さ
ん、村野さん

左から柴田さん、三谷さん、江見さん、栗田さん

分
科
会
❸ 

復
興
に
向
け
た
被
災
地
で
の
取
組

復
興
期
に
求
め
ら
れ
る
活
動
、
被
災
地
外
か
ら
の
継
続
的
な
支
援
の

あ
り
方
な
ど
、
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

意
義
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
内
容
な
ど

❶
心
と
心
の
つ
な
が
り
を
創
る
。心
の
復
興

地
域
の
人
の
表
情
を
み
て
、話
を
す
る
。
身
体
を
動
か
し
て
み
る
。

同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
、
地
域
の
お
祭
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

地
域
に
溶
け
込
む
。
そ
う
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
活
動
を
す
る
こ

と
で
、
手
伝
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
、
信
頼
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
と
い
う
双
方
が
尊
重
し
あ
う
関
係
と
な
る
。

❷
一
人
ひ
と
り
復
興
は
違
う

同
じ
被
災
地
で
あ
っ
て
も
、
個
人
個
人
で
置
か
れ
て
い
る
状
況

が
違
う
の
で
、
災
害
に
対
し
て
の
受
け
止
め
方
、
復
興
の
仕
方
に

差
が
で
て
く
る
。仮
設
住
宅
に
入
っ
た
人
・
入
ら
な
い
人
、家
の
全
壊
・

半
壊
等
の
制
度
面
の
補
助
の
差
な
ど
、
住
民
一
人
ひ
と
り
、
生
活

支
援
の
仕
方
や
復
興
の
歩
み
方
は
違
っ
て
く
る
。

❸
復
興
の
主
役
は
地
元
住
民
。地
元
住
民
の
力
を
引
き
出
す

復
興
支
援
を

復
興
の
主
役
は
地
元
住
民
で
あ
り
、
復
興
し
て
い
く
ペ
ー
ス
を

決
め
る
の
も
地
元
。
大
事
な
こ
と
は
地
元
が
決
め
て
い
く
と
い
う

姿
勢
が
大
事
。

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
】
栗
田
暢
之
（
N
P
O
法
人

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表
）

【
話
題
提
供
】
柴
田
貴
史
（
と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
／
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
オ
ー
ル
と

ち
ぎ
隊
長
）

三
谷
み
は
る
（
輪
島
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

代
表
）

江
見
義
弘
（
佐
用
町
社
会
福
祉
協
議
会
）



言
葉
と
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は

じ
め
と
す
る
「
共
助
」
の
活
動
に
対
す
る

今
後
の
期
待
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
で
締
め

括
ら
れ
ま
し
た
。

各団体の展示

メッセージカードの紹介

全体会：午後の部

意
見
交
換
の
内
容
な
ど

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

広
め
て
い
く
た
め
に

●

根
気
よ
く
や
り
つ
づ
け
る
し
か
な
い
。

研
修
・
講
座
・
訓
練
は
、
主
催
者
が

本
気
で
や
っ
て
い
る
姿
勢
を
見
せ
な

け
れ
ば
、
研
修
・
講
座
・
訓
練
に
き

て
い
る
人
も
本
気
に
な
ら
な
い
。

●

安
全
衛
生
に
配
慮
し
た
活
動
環
境
を
普

及
さ
せ
て
い
く
に
は
、
自
分
に
も
事

故
が
降
り
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
、

ケ
ガ
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

意
識
を
持
つ
人
が
多
数
に
な
ら
な
い

と
進
ま
な
い
。
自
分
が
直
面
す
る
可

能
性
の
あ
る
危
険
を
理
解
し
て
い
る

人
間
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
。

●

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
普
及
さ
せ

て
い
く
に
は
、
現
場
に
連
れ
て
行
く

こ
と
が
一
番
。
い
く
ら
や
り
方
を
教

え
て
も
難
し
い
。
現
場
に
行
け
ば
言

葉
に
で
き
な
い
け
ど
わ
か
る
。
も
し

か
し
た
ら
自
分
が
被
災
し
て
い
た
か

も
し
れ
な
か
っ
た
と
い
う
く
ら
い
に

考
え
る
こ
と
が
大
事
。

最
後
に
、
泉
健
太
内
閣
府
大
臣
政
務
官

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
時
に
活
躍
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
の
ね
ぎ
ら
い
の

全
体
会
・
午
後
の
部

午
後
の
全
体
会
に
お
い
て
は
、
3
つ
の
分

科
会
で
の
議
論
を
報
告
し
、
参
加
者
み
な

さ
ん
で
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

午
前
中
に
記
入
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

「
私
が
感
じ
た
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

意
義
」
の
紹
介
や
全
体
を
通
し
て
の
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、
会
場
の
人
た
ち
と
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

泉政務官からの挨拶

参
加
者
の
方
々
に
は
、「
私
が
感
じ
た
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
」
を
テ
ー

マ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
書
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。



防
災
推
進
協
議
会
会
長
賞
（
4
作
品
）

幼
児
・
小
学
1
〜
4
年
生
の
部

大
林
　
恋
子
（
お
お
ば
や
し
　
こ
こ
）
さ
ん
　

三
重
県
　
富
田
文
化
幼
稚
園
　
年
長

小
学
5
・
6
年
生
の
部

山
下
　
瑠
唯
（
や
ま
し
た
　
る
い
）
さ
ん
　

愛
知
県
　
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
　6
年

中
学
生
・
高
校
生
の
部

佐
々
木
　
誠
吾
（
さ
さ
き
　
せ
い
ご
）
さ
ん
　

福
井
県
　
坂
井
市
立
坂
井
中
学
校
　
2
年

一
般
の
部

大
田
　
寿
子
（
お
お
た
　
と
し
こ
）
さ
ん
　

島
根
県
出
雲
市

※
受
賞
作
品
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

佳
作
（
12
作
品
）

入
選
（
2
3
4
作
品
）

受
賞
作
品
は
次
の
U
R
L
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。  

http://w
w
w
.bousai.go.jp/gyoji/gyoji.htm

l

の
行
事
で
展
示
を
す
る
な
ど
、
防
災
意
識

の
高
揚
、
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
目

的
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
広
く
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

来
年
度
も
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

防
災
担
当
大
臣
賞
（
４
作
品
）

幼
児
・
小
学
1
〜
4
年
生
の
部

墨
　
花
菜
（
す
み  

は
な
）
さ
ん
　

愛
知
県
　
名
古
屋
市
立
名
北
小
学
校
１
年

小
学
5
・
6
年
生
の
部

兵
頭
　
昌
和
（
ひ
ょ
う
ど
う  

ま
さ
か
ず
）
さ
ん

滋
賀
県
　
大
津
市
立
志
賀
小
学
校
6
年

中
学
生
・
高
校
生
の
部

大
久
保
　
い
ち
ご
（
お
お
く
ぼ  

い
ち
ご
）
さ
ん

青
森
県
　
青
森
県
立
三
本
木
高
等
学
校
付
属
中

学
校
　
2
年

一
般
の
部

平
林
　
錠
路
（
ひ
ら
ば
や
し  

じ
ょ
う
じ
）
さ
ん

長
野
県
長
野
市

小
学
1
〜
4
年
生
の
部
」「
小
学
5
・
6
年

生
の
部
」「
中
学
生
・
高
校
生
の
部
」「
一

般
の
部
」
の
4
部
門
に
つ
い
て
、
昨
年
8

月
3
日
か
ら
12
月
11
日
の
期
間
に
作
品
募

集
を
行
い
、
全
国
か
ら
6
5
4
6
点
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら
、
予
備
審
査
、

本
審
査
を
経
て
、「
防
災
担
当
大
臣
賞

（
4
作
品
）」、「
防
災
推
進
協
議
会
会
長
賞

（
4
作
品
）」、「
佳
作
（
12
作
品
）」、「
入
選

（
2
3
4
作
品
）」
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

3
月
10
日
の
表
彰
式
に
は
、「
防
災
担

当
大
臣
賞
」
と
「
防
災
推
進
協
議
会
会
長

賞
」
の
受
賞
者
が
出
席
し
、
中
井
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
防
災
担
当
）、
近
衞
防

災
推
進
協
議
会
会
長
（
日
本
赤
十
字
社
社

長
）
よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、「
防
災
週
間
」
や
「
防
災

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
の
周
知
ポ
ス

タ
ー
と
し
て
、
ま
た
「
防
災
フ
ェ
ア
」
な
ど

内
閣
府
で
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
防

災
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
、
日
頃
か
ら
具

体
的
な
「
備
え
」
を
実
践
し
て
い
た
だ
く

国
民
運
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
毎

年
、
防
災
推
進
協
議
会
と
の
共
催
で
、「
防

災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

第
25
回
に
あ
た
る
本
年
度
は
、「
幼
児
・

近衞会長から賞状授与

「
第
25
回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
受
賞
作
品
決
定

防災ポスターコンクール受賞者のみなさん

中井大臣から賞状授与



と
連
携
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
点

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
沼
津

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会（
N
V
N
）

「
生
命
（
い
の
ち
）に
ま
っ
す
ぐ
！
『
シ
ル

バ
ー 

A
E
D 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！
』」

高
齢
者
が
行
う
A
E
D
と
い
う
視
点
か

ら
、
災
害
弱
者
に
な
ら
な
い
高
齢
者
を
育

成
す
る
た
め
の
訓
練
や
、
A
E
D
設
置
場

所
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
A
E
D
マ
ッ
プ

作
成
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
、
A
E
D
の

手
順
を
歌
で
覚
え
て
も
ら
う
な
ど
工
夫
を

重
ね
た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
な
ど
多
く
の
団
体
と
連
携
し
、
地

域
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
防

災
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
、
農

業
な
ど
幅
広
い
分
野
に
も
波
及
し
て
取
り

組
ん
だ
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
教
育
特
別
賞

■
滋
賀
県
立
彦
根
工
業
高
等
学
校
都
市

工
学
科
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
づ
く
り

〜
工
高
生
の
も
の
づ
く
り
に
よ
る
地
域

防
災
力
向
上
〜
」

高
校
生
が
地
域
住
民
や
小
学
生
ら
と
一

緒
に
な
っ
て
災
害
時
の
避
難
場
所
に
「
か
ま

ど
ベ
ン
チ
」
を
製
作
し
、
防
災
設
備
を
形

と
し
て
残
す
と
と
も
に
、
炊
き
出
し
訓
練

な
ど
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

よ
り
一
層
深
め
る
取
組
を
実
施
し
た
点
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
教
育
優
秀
賞
（
以
下
の
2
団
体
）

■
和
歌
山
県
紀
の
川
市
立
荒
川
中
学
校

「
託
せ
子
ど
も
た
ち
に 

〜
荒
川
の
安
全

と
未
来
を
！
〜
」

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
体
験
談
な
ど
を

防
災
教
育
番
組
と
し
て
作
成
し
、
校
内
放

送
で
全
校
生
徒
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と

と
も
に
、
放
送
内
容
の
小
冊
子
化
や
地
域

減
ら
し
、
万
が
一
被
害
が
あ
っ
た
時
す
ぐ

に
立
ち
直
る
力
を
一
人
ひ
と
り
が
身
に
つ

け
る
た
め
、
全
国
の
地
域
や
学
校
で
防
災

教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
で
す
。

当
日
は
、
１
年
間
活
動
を
実
践
し
た
団

体
等
の
取
組
成
果
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
広
く
公
開
・
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
2
0
0
9
年
度
の
実
践
団
体
の
う

ち
特
に
優
秀
な
成
果
を
あ
げ
た
プ
ラ
ン
に

以
下
の
各
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
9
年
度
防
災
教
育
大
賞

■
宮
城
県
丸
森
町
立
丸
森
東
中
学
校

「
丸
東
・
改
援
隊
　
地
域
防
災
対
策
活

動
プ
ラ
ン
」

改
援
隊
と
い
う
組
織
を
作
り
、
少
子
高

齢
化
の
中
山
間
地
で
、
中
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
P
T
A
や
地
域
住
民
、
社
会
福
祉

2
月
13
〜
14
日
に
、
有
明
の
丘
基
幹
的

広
域
防
災
拠
点
施
設
（
東
京
都
江
東
区
有

明
）
に
お
い
て「
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
は
、
い
つ

や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え

大
切
な
命
を
守
り
、
で
き
る
だ
け
被
害
を

展示物コーナー

「
2
0
0
9
年
度

防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
開
催

「
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」

http://w
w
w
.bosai-study.net/

ア
ク
セ
ス

ワークショップの模様



中央防災会議を開催

1月15日、総理官邸において、中央防災会議が開催されました。

平
成
22
年
1
月
15
日
、
総
理
官
邸
に
お

い
て
、
鳩
山
内
閣
で
初
と
な
る
中
央
防
災

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
つ
い
て
は
、
中
井
洽
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
防
災
担
当
）
が
進
行
を
務

め
、
議
題
に
つ
い
て
、
泉
健
太
内
閣
府
大

臣
政
務
官
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
決
定
事
項
と
し
て
「「
地
方
都
市

等
に
お
け
る
地
震
防
災
の
あ
り
方
に
関
す

る
専
門
調
査
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
」「「
首

都
直
下
地
震
対
策
大
綱
」
等
の
修
正
に
つ

い
て
」
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、「「
地
方
都
市
等
に
お
け
る
地

震
防
災
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」

の
設
置
に
つ
い
て
」
で
は
、
新
潟
県
中
越

地
震
を
は
じ
め
、
近
年
地
方
都
市
を
中
心

に
比
較
的
大
き
な
規
模
の
地
震
が
複
数
発

生
し
、
こ
れ
ら
の
地
震
へ
の
対
応
を
通
じ
て

孤
立
集
落
対
策
や
避
難
生
活
対
策
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
教
訓
や
課
題
な
ど
が
得
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
充
実
強
化
す
べ

き
対
策
な
ど
を
議
論
す
る
た
め
の
新
た
な

専
門
調
査
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「「
首
都
直
下
地
震
対
策
大
綱
」

等
の
修
正
に
つ
い
て
」
で
は
、
中
央
防
災

会
議
に
設
置
さ
れ
た
「
首
都
直
下
地
震
避

難
対
策
等
専
門
調
査
会
」
の
提
言
に
基
づ

き
、
大
綱
等
に
避
難
者
・
帰
宅
困
難
者
等

へ
の
対
応
に
関
す
る
具
体
的
な
対
策
な
ど

を
追
加
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
協
定
拡
大
な
ど
帰
宅
困
難
者
等

の
支
援
体
制
の
整
備
や
、
駅
前
滞
留
者
訓

練
の
実
施
な
ど
の
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
度
の
修
正
を
踏

ま
え
、
今
後
こ
れ
ら
の
対
策
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
承
認
事
項
と
し
て
、
激
甚
災
害

の
指
定
な
ど
、
前
回
の
中
央
防
災
会
議
以

降
、
会
長
専
決
し
た
事
項
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
続
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、「
災

害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」

に
お
い
て
、
1
9
6
0
年
の
チ
リ
地
震
津
波
、

1
9
4
7
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
2
つ
の

中央防災会議の進行をつとめた中井大臣

H16.10 H19.3
H19.7

H17.3 H20.6

-
-
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れ
た
後
、
意
見
交
換
で
は
新
潟
県
知
事
の

泉
田
委
員
か
ら
全
国
知
事
会
に
お
け
る
議

論
の
紹
介
や
、
災
害
発
生
時
の
自
治
体
同

士
の
連
携
の
重
要
性

に
つ
い
て
問
題
提
起

が
あ
り
、
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
関
西
学
院

大
学
の
室
﨑
益
輝
教
授

か
ら
、「
我
が
国
の
震

災
対
策
」と
題
し
、1
月

17
日
で
発
生
か
ら
15
年

を
迎
え
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
震
災
対
策
全

般
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

の
意
見
交
換
で
は
、
防
災
教
育
や
訓
練
な

ど
人
づ
く
り
の
重
要
性
、地
域
の
防
災
力
の

強
化
や
消
防
団
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
と
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
中
央
防
災
会
議
会
長
で
あ
る

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
15
年
前
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
哀
悼
の
意
が
表
さ

れ
ま
し
た
。
総
理
か
ら
は
会
議
の
直
前
に

発
生
し
た
ハ
イ
チ
に
お
け
る
大
地
震
に
つ

い
て
も
言
及
が
あ
り
、ハ
イ
チ
に
緊
急
に
協

力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
同
時
に
、

同
じ
こ
と
が
起
き
た
場
合
に
備
え
大
い
に

学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
日
本
な
ら
ば
ど
こ
で
も

大
き
な
災
害
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
肝
に
銘
じ
て
、

政
府
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
な
災
害
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
指
示
が
あ
り
ま

し
た
。

中央防災会議で発言する鳩山総理

震災対策について説明する室﨑教授

災
害
に
関
す
る
調
査
を
終
了
し
た
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
議
題
に
つ
い
て
決
定
・
承
認
さ

ス
セ
ク
ア第

25
回
中
央
防
災
会
議
（
議
事
次
第
及
び
資

料
）
に
つ
い
て

（
h
ttp
://w
w
w
.b
o
u
sa
i.g
o
.jp
/ch
u
b
o
u
/

2
5
/in
d
e
x.h
tm
l）



「アジア防災会議2010～伝える、備える～」
「国際復興フォーラム2010

～しなやかな復興から持続的発展へ～」
兵庫県神戸市で開催

1月17日～19日、兵庫県神戸市で「アジア防災会議2010～伝える、備える～」と、
プレイベントとして、1月16日に「国際復興フォーラム2010～しなやかな復興から持続的発展へ～」が開催されました。

兵
庫
県
神
戸
市
に
お
い
て
、「
ア
ジ
ア
防
災

会
議
2
0
1
0
〜
伝
え
る
、
備
え
る
〜
」

が
、日
本
政
府
、国
連
国
際
防
災
戦
略
事
務

局
（
U
N
I
S
D
R
）お
よ
び
ア
ジ
ア
防
災

セ
ン
タ
ー
（
A
D
R
C
）の
共
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
ジ
ア
防
災
会
議

2
0
1
0
に
は
、
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
の

メ
ン
バ
ー
国
を
は
じ
め
と
す
る
28
カ
国
や
、

53
の
国
際
・
地
域
機
関
、
非
政
府

組
織
、
学
術
研
究
機
関
、
民
間
機

関
、
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
か
ら
合
わ

せ
て
2
3
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
防
災
会
議
2
0
1
0
は
、

A
D
R
C
メ
ン
バ
ー
各
国
や
国
際
・

地
域
機
関
の
防
災
政
策
立
案
者
や

実
務
者
が
一
堂
に
会
し
、

2
0
0
5
年
に
兵
庫
県
神
戸
市
で

開
催
さ
れ
た
国
連
防
災
世
界
会
議

で
採
択
さ
れ
た
、
国
際
社
会
に
お

け
る
今
後
10
年
間
の
防
災
活
動
の

指
針
と
な
る
「
兵
庫
行
動
枠
組

2
0
0
5
｜

2
0
1
5
（
H
F
A
）」

の
進
捗
状
況
や
達
成
度
に
つ
い
て

レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
今
後
の
さ
ら

な
る
推
進
に
向
け
て
議
論
す
る
と

と
も
に
、
防
災
全
般
に
関
す
る
各

国
の
優
良
取
組
事
例
や
今
後
の
課

題
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
共
有

し
、
ア
ジ
ア
地
域
内
の
防
災
分
野

で
の
協
力
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
初
日
は
、
ま
ず
、
開
会
式
に
先
立

ち
、
本
年
１
月
12
日
に
発
生
し
た
ハ
イ
チ
大

地
震
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
参

加
者
全
員
に
よ
る
黙
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ま
ず
、
国
際
協
力
機
構

（
J
I
C
A
）
の
大
島
賢
三
副
理
事
長
が
、

世
界
的
な
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
を
考
慮

し
な
が
ら
国
際
防
災
協
力
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
、
次
に
、
ア
ジ

ア
防
災
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤
滋
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
、
こ
の
会
議
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
・
ワ

ル
ス
ト
ロ
ム
国
連
事
務
次
長
補
（
防
災
担

当
）
兼
兵
庫
行
動
枠
組
実
施
の
た
め
の
事

務
総
長
特
別
代
表
が
「
兵
庫
行
動
枠
組
の

実
施
5
年
｜
中
間
レ
ビ
ュ
ー
」
と
題
す
る

基
調
講
演
を
行
い
、
開
発
に
あ
た
っ
て
の

防
災
へ
の
配
慮
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と

と
も
に
、
す
べ
て
の
参
加
者
に
対
し
兵
庫
行

動
枠
組
の
目
標
達
成
に
向
け
て
さ
ら
な
る

取
組
の
推
進
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
中
井
洽
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
防
災
担
当
）
が
、
災
害
被
害
を
考
慮
し

た
安
全
な
国
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
各
国
共
通
の
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
こ
の
認
識
の
も
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

アジア防災会議の参加者たち。前列左から8番目が中井大臣

ア
ジ
ア
防
災
会
議

2
0
1
0

〜
伝
え
る
、備
え
る
〜

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
15
年

目
の
節
目
を
迎
え
た
2
0
1
0
年
1
月
17
日

か
ら
19
日
ま
で
の
3
日
間
、
被
災
地
で
あ
る
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の
レ
ベ
ル
で
の
防
災
力
強
化
の
推
進
、
防

災
活
動
の
組
織
化
を
さ
ら
に
促
進
し
地
域

や
サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ
ン
で
の
協
力
体
制
の
整
備

な
ど
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

会
議
の
閉
会
に
あ
た
り
、
今
回
の
会
議

の
議
論
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
会
議
サ

マ
リ
ー
案
が
発
表
さ
れ
、
内
閣
府
の
田
尻

直
人
参
事
官
（
災
害
予
防
担
当
）
ら
が
閉

会
挨
拶
を
行
っ
て
、
3
日
間
に
わ
た
る
会

議
は
、
成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

我
が
国
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
ア

ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
日
本

が
過
去
の
幾
多
の
災
害
経
験
か
ら
培
っ
た

防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
活
用
し

て
、
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
の
防
災
力
向
上

に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

国
際
復
興
フ
ォ
ー
ラ

ム
2
0
1
0

〜
し
な
や
か
な
復
興
か

ら
持
続
的
発
展
へ
〜

ア
ジ
ア
防
災
会
議
2
0
1
0
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
会
議
前
日
の
1
月
16
日
、

兵
庫
県
神
戸
市
で
「
国
際
復
興
フ
ォ
ー
ラ

ム
2
0
1
0
〜
し
な
や
か
な
復
興
か
ら
持

そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
宇

宙
技
術
の
防
災
へ
の
利
用
」
が
開
催
さ
れ
、

防
災
分
野
に
お
け
る
衛
星
技
術
等
の
な
お

一
層
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
そ
の
利

用
の
有
効
性
の
啓
発
お
よ
び
関
連
職
員
を

対
象
と
し
た
研
修
、
人
材
育
成
等
の
事
業

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
2
日
目
、
お
よ
び
最
終
日
は
、

「
最
近
発
生
し
た
災
害
の
経
験
か
ら
学
ぶ
」

「
ア
ジ
ア
諸
国
の
防
災
政
策
レ
ビ
ュ
ー
」「
サ

ブ
･
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
に
お
け
る
防
災
協
力

推
進
」
と
い
う
3
つ
の
テ
ー
マ
で
発
表
と

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
気
候
変
動
に
関
連

し
た
自
然
災
害
リ
ス
ク
や
都
市
で
の
災
害

リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
災
害
の
経
験
や
教
訓
の

次
世
代
へ
の
承
継
、
地
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

続
的
発
展
へ
〜
」
が
、
内
閣
府
、
国
際
復
興

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
I
R
P
）
事
務

局
、
兵
庫
県
、
A
D
R
C
、
U
N
I
S
D
R

ほ
か
国
際
関
係
機
関
な
ど
の
共
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
復
興
過
程
に
お

い
て
地
域
が
直
面
す
る
今
日
的
な
課
題
の

解
決
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
る
地
域
の

持
続
的
発
展
の
実
現
に
向
け
た
方
策
に
つ

い
て
議
論
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
36
カ
国
、
16
の
国
際
機
関
か
ら
計

1
8
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
サ
ロ
ー
ジ
・
ジ
ャ
ー

世
界
銀
行
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
事
務
局
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
井

戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
が
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
の
15
年
」
と
題
す
る
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
タ
リ
ア
・
ラ
ク

イ
ラ
地
震
と
中
国
・
四
川
大
地
震
と
い
っ

た
最
近
の
災
害
か
ら
の
復
興
状
況
報
告

や
、
イ
ン
ド
・
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
震
、
イ

ラ
ン
・
バ
ム
地
震
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ

ワ
中
部
地
震
か
ら
の
中
長
期
的
復
興
の
活

動
報
告
、「
今
日
的
な
リ
ス
ク
削
減
と
将

来
的
に
わ
た
る
持
続
的
発
展
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
報
告
や
議
論
を
通
じ
、
さ
ま

ざ
ま
な
復
興
過
程
に
お
け
る
教
訓
や
課
題

を
ふ
ま
え
た
総
合
的
な
復
興
計
画
の
必
要

性
や
、
復
興
過
程
か
ら
持
続
的
発
展
へ
の

統
合
的
な
政
策
展
開
の
重
要
性
な
ど
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
国
政
府
に

よ
る
復
興
活
動
の
記
録
化
の
推
進
も
提
言

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
内
閣
府
の
大
森
雅
夫
政
策
統

括
官
（
防
災
担
当
）
が
主
催
者
を
代
表
し

て
閉
会
挨
拶
を
行
い
、
し
な
や
か
な
復
興

を
成
し
遂
げ
る
う
え
で
の
制
度
的
整
備
の

重
要
性
な
ど
を
訴
え
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
成

功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

国際復興フォーラム

アジア防災会議の開会挨拶をする中井大臣



1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」の取組

兵庫県では、阪神・淡路大震災の経験を通して学んだ自然の脅威や生命の尊さ、
共に生きることの大切さを考える防災教育を推進し、未来に向けて安全で安心な社会をつくるため、

子どもや学生が学校や地域で主体的に取組む防災活動を顕彰する事業を
毎日新聞社と（財）ひょうご震災記念21世紀研究機構との共催で実施しています。

平成21年度は、80団体から応募があり、受賞団体など10団体が神戸で活動を発表しました

事
。
今
年
度
は
災
害
意
識
調
査
、
防
災
出
前

授
業
、
岡
山
県
美
作
市
の
災
害
復
旧
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。

津
波
模
型
を
制
作
、
地
域
住
民
の

防
災
教
材
に岩

手
県
立
宮
古
工
業
高
等
学
校

機
械
科
の
3
年
生
が
課
題
研
究
と
し
て

津
波
発
生
模
型
の
制
作
に
取
組
ん
だ
。
模

型
は
小
中
学
校
や
地
域
行
事
で
も
津
波
の

恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
教
材
に
な
り
、
行
政

の
港
湾
整
備
の
参
考
に
も
さ
れ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
防
災
教
育
を
伝
え
る

立
命
館
大
学
国
際
部

国
際
協
力
学
生
実
行
委
員
会
（
京
都
府
）

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
と
イ
ン
ド
洋
大
津
波

を
き
っ
か
け
に
設
立
。
現
在
は
ジ
ャ
ワ
島

中
部
地
震
で
被
災
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

小
学
校
を
拠
点
に
防
災
意
識
調
査
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
な
ど
に
取
組
む
。

水
を
通
じ
て
、

我
が
ま
ち
・
防
災
を
学
ぶ

水
の
自
遊
人
し
ん
す
い
せ
ん
た
い

ア
カ
ザ
隊
（
山
口
県
）

平
成
17
年
か
ら
防
府
市
内
の
子
ど
も
た

ち
が
水
を
通
じ
て
ま
ち
を
知
ろ
う
と
川
の

清
掃
活
動
な
ど
を
行
い
、
平
成
19
年
か
ら

災
害
学
習
を
開
始
。
昨
年
は
手
話
「
ぼ
う
さ

い
サ
イ
ン
」
を
考
案
し
た
。
7
月
に
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
手
伝
い
や
土
の
う
作
り
へ
参
加
し
た
。

つ
な
が
り
、
行
動
す
る
防
災
学
習

徳
島
市
津
田
中
学
校

平
成
17
年
か
ら
防
災
学
習
を
続
け
、
非

常
食
に
な
る
ジ
ャ
ム
作
り
は
秋
の
恒
例
行

グ
ラ
ン
プ
リ

ぼ
う
さ
い
大
賞

地元コミュニティFMの番組に出演し、防災活動に
ついて紹介する子どもたち

豪雨災害に見舞われた岡山県美作市で、復旧ボランティ
アに参加した生徒たち

ス
セ
ク
アぼ

う
さ
い
甲
子
園

http://w
w
w
.m
ainichi.co.jp/event/edu/

bousai/

津波模型を使った実演の様子に見入る地元の小学生たち

インドネシアの被災地を訪れ、住民に意識調査をするメンバー



このページでは、内閣府（防災担当）や防災に関係する府省庁からの
お知らせや、公共団体・企業・NPOの防災活動などをお届けします。

子どもと大人のコラボレーションから
広がる防災「共育」の輪

～第6回「ぼうさい探検隊フォーラム」を終えて～

日本損害保険協会では、ユネスコ等との共催で「小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」を毎年実施し、
表彰式を兼ねて「ぼうさい探検隊フォーラム」を開催しています。

第6回は、継続テーマである「防災教育から防災共育へ」に加えて「子どもと大人のコラボレーション！」
というサブタイトルで、1月23日に開催しました。

　
こ
の
活
動
は
、
防
災
・
防
犯
・
交
通
安

全
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
な
が
ら
街
に
あ
る
施
設
や
設
備
を
見

て
回
り
、
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
「
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
」
の
普
及
を
図

る
た
め
2
0
0
4
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
今
回
で
第
6
回
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
47
都
道
府
県
の
す
べ
て

か
ら
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
2
9
7
の
小
学

校
・
団
体
か
ら
過
去
最
多
と
な
る
1
3
8
9

作
品
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
を
兼
ね
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

子
ど
も
と
大
人
の
両
者
が
連
携
し
て
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
大
き
な
力
が
地
域
に
生

ま
れ
、
各
地
で
防
災
「
共
育
」
の
輪
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
た
事
例
を
多
数
ご
発

表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
」
の
活
動
は
、

主
役
と
な
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
効
果

だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
活
動
し
た
指
導
者

の
方
々
や
地
域
の
大
人
た
ち
に
も
大
き
な
啓

各賞の代表児童・指導者・プレゼンターの皆さん

ぼ
う
さ
い
探
検
隊

と
は
？

子
ど
も
の
提
言
が

地
域
を
動
か
す
力
に
！

発
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
実
際
に
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
強
化
さ
れ
た
、

子
ど
も
た
ち
の
発
見
が
大
人
に
と
っ
て
も
地

域
を
見
直
す
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
と

い
っ
た
感
想
を
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
作
っ
た

マ
ッ
プ
が
も
と
に
な
り
、
実
際
に
地
域
の

危
険
箇
所
が
改
善
さ
れ
た
事
例
な
ど
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
子
ど
も
た
ち

の
「
声
」
が
、
地
域
を
動
か
す
大
き
な
「
力
」

と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

当
会
で
は
2
0
1
0
年
度
も
マ
ッ
プ
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
当
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
村
健
二
（
い
ま
む
ら
・
け
ん
じ
）●
社
団
法
人

日
本
損
害
保
険
協
会
生
活
サ
ー
ビ
ス
部
安
全
安
心

推
進
グ
ル
ー
プ
　
　

2009年度文部科学大臣賞受賞作品

ア
ク
セ
ス

ぼ
う
さ
い
探
検
隊

http://w
w
w
.sonpo.or.jp/



「わが町は、わが手で守る」
消防団員募集中

江戸時代の町火消に始まる消防団。
仕事を持ちながら、非常勤の特別職地方公務員として、

火災だけでなくあらゆる災害に対して、地域防災の中核として活動しています。

豪
雪
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
お
い
て
、

救
助
、
警
戒
、
避
難
誘
導
、
災
害
防
御
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
防
災
の
中
核
と
し
て
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
と
し
て
の
活
動
に
あ
た
っ
て

は
、
年
額
報
酬
や
出
動
手
当
な
ど
が
支
給

さ
れ
る
ほ
か
、
功
労
に
対
し
て
の
表
彰
制

度
も
あ
り
、
公
務
上
で
の
死
傷
な
ど
に
対

し
て
は
公
務
災
害
補
償
が
行
わ
れ
ま
す
。

消
防
団
へ
の
入
団
資
格
は
、
市
町
村
条

例
で
定
め
ら
れ
、
一
般
的
に
、
そ
の
市
町

村
に
居
住
し
て
い
る
か
、
勤
務
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
男
女
と
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守

る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
い
て

活
動
す
る
組
織
で
す
。
こ
の
精
神
は
江
戸
時

代
の
町
火
消
以
来
の
伝
統
で
あ
り
、
現
代

に
お
い
て
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
家
族
や
地
域
を
守
る
た
め
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
お
考
え
の
方

は
、
消
防
団
に
入
団
し
て
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

入
団
希
望
や
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
は
、
市
町
村
の
消
防
団
事
務
局
、
ま

た
は
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

*
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
消
防
機
関
数
と
消
防
職
団
員
数
の
推
移
よ
り

消
防
団
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
に

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
江
戸
南
町
奉
行
の

大
岡
越
前
守
忠
相
に
命
じ
て
、
町
組
織
で

あ
っ
た
「
店
火
消
」
を
編
成
替
え
し
た
「
町

火
消
」
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
町
火
消
の
経
費
は
町
人
自
身
が
負

担
し
、
組
員
も
無
報
酬
と
い
う
ま
さ
に
義

勇
的
組
織
で
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
組
織

は
明
治
・
大
正
期
に
消
防
組
、
戦
時
中
に

警
防
団
な
ど
と
形
を
変
え
、
現
在
の
消
防

団
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
消
防
本
部
や
消
防
署
と
同
じ

く
消
防
組
織
法
第
9
条
に
定
め
ら
れ
た
市

町
村
長
が
管
理
す
る
消
防
機
関
で
、
全
国

に
2
3
3
6
団
、
約
89
万
人
の
団
員
を
有

し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
消
防
本
部
や
消
防
署
の
職

員
と
異
な
り
、
地
域
の
住
民
や
就
業
者
が

非
常
勤
の
特
別
職
地
方
公
務
員
と
し
て
、

各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
就
き
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。
火
災
時

の
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、地
震
、風
水
害
、

消
防
団
の

組
織
と
活
動

消
防
団
の
歴
史

消
防
団
に
入
る
に
は

た 

な

豪雪に対処する新潟県見附市消防団

平成20年の岩手・宮城内陸地震で活動する
宮城県栗原市消防団

*

平成21年7月の中国・九州北部豪雨で
活動する福岡県篠栗町消防団

ア
ク
セ
ス

消
防
団
（
総
務
省
消
防
庁
）

http://w
w
w
.fdm
a.go.jp/syobodan/



このページでは、内閣府（防災担当）や防災に関係する府省庁からの
お知らせや、公共団体・企業・NPOの防災活動などをお届けします。

平成21年度
アジア各国等の防災力強化支援事業

コミュニティ防災力強化に向けたワークショップを
スリランカとラオスで開催

内
閣
府
で
は
、
今
年
度
よ
り
、「
ア
ジ
ア

各
国
等
の
防
災
力
強
化
支
援
実
施
業
務
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
こ
れ
ま
で
の

幾
多
の
災
害
被
害
か
ら
培
っ
た
防
災
施
策

の
う
ち
、
特
に
ソ
フ
ト
面
で
の
防
災
予
防
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
相
手
国
の
実
情
に
合

わ
せ
た
形
で
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

国
の
災
害
被
害
を
軽
減
さ
せ
持
続
可
能
な

開
発
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
ラ
オ
ス
の
二

カ
国
を
対
象
に
、
両
国
よ
り
要
請
の
あ
っ

た
「
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
災
害
リ

ス
ク
の
評
価
と
そ
れ
に
基
づ
く
対
策
」
に

関
す
る
施
策
を
移
転
す
る
こ
と
と
し
て
お

助
」「
共
助
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
と

も
に
、
本
件
事
業
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
力
が
強
化
さ
れ
災
害
被
害
軽
減
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
旨
述
べ

ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
と
ラ
オ
ス
の
代
表
は
、

共
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
防
災
力
強
化
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
述
べ
、
今
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を

踏
ま
え
、両
国
と
協
力
し
て
「
地
域
の
自
助
・

共
助
の
能
力
の
強
化
に
資
す
る
防
災
施
策

の
実
施
・
促
進
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
仮
称
）」
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

り
、
こ
の
一
環
と
し
て
、
本
年
2
月
18
日
〜

19
日
に
ス
リ
ラ
ン
カ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
3
月

1
日
〜
2
日
に
ラ
オ
ス
・
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
、

そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

や
防
災
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
作
成
を
通
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
力
の
向
上
策
を
紹
介
す

る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
先
方
政

府
と
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で

開
催
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
は
、
日
本
側
か
ら
は

内
閣
府
、日
本
大
使
館
、J
I
C
A
事
務
所
、

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
、
ス
リ
ラ

ン
カ
側
と
ラ
オ
ス
側
か
ら
は
、
中
央
政
府

や
地
方
政
府
の
防
災
関
連
業
務
の
責
任
者

や
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
日

は
、
日
本
の
防
災
制
度
や
日
本
に
お
け
る

リ
ス
ク
評
価
と
対
策
、
現
地
J
I
C
A
事

務
所
の
取
組
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
ラ
オ
ス
の

防
災
体
制
な
ど
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
二
日
目
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
防
災
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
作
成
と
リ
ス
ク
マ
ッ

プ
作
成
の
た
め
の
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

実
施
し
、
実
際
に
災
害
リ
ス
ク
が
存
在
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
訪
問
し
て
住
民
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

内
閣
府
か
ら
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
田

尻
参
事
官
（
予
防
担
当
）、
ラ
オ
ス
に
は
東

企
画
官（
予
防
担
当
）が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
、

開
会
挨
拶
に
お
い
て
、
防
災
に
お
け
る
「
自

タウンウォッチングで過去の洪水の水位を確認（スリランカ）

防災リスクマップ作成（ラオス）



住
宅
復
興
と
社
会
事
業

復
興
は
複
合
的
で
包
括
的
な
も
の
だ
け

に
、
都
市
の
復
興
だ
け
で
な
く
、
住
宅
の

復
興
や
経
済
の
復
興
に
も
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
住
宅
の
復

興
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

関
東
大
震
災
で
は
、
約
37
万
棟
の
住
宅

が
火
災
や
倒
壊
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
。
こ

の
住
宅
を
失
っ
た
被
災
者
を
み
る
と
、
疎

開
に
よ
り
他
地
域
に
移
り
住
む
も
の
も
少

な
く
な
か
っ
た
が
、
大
半
は
被
災
地
内
で
住

宅
再
建
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
被
災
地
で
の

応
急
的
な
住
宅
支
援
と
し
て
、公
設
の
バ
ラ
ッ

ク
住
宅
の
建
設
、
自
力
再
建
者
へ
の
住
宅

再
建
資
金
の
融
資
、
応
急
修
理
の
た
め
の

資
材
の
提
供
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
結
果
的
に
民

間
自
力
バ
ラ
ッ
ク
が
大
量
に
建
設
さ
れ
た
。

こ
の
バ
ラ
ッ
ク
住
宅
の
解
消
と
恒
久
住
宅

の
確
保
の
た
め
に
、
政
府
と
自
治
体
は
震

災
義
捐
金
を
用
い
て
公
的
な
小
住
宅
の
建

設
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
小
住
宅
は
、
後

述
す
る
同
潤
会
が
建
設
し
た
簡
易
住
宅
を

含
め
て
、約
5
0
0
0
戸
建
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
小
住
宅
の
建
設
は
、
被
災
者
へ
住
宅

を
供
給
し
た
と
い
う
点
で
は
評
価
で
き
る

が
、
建
設
戸
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
含

め
て
、
バ
ラ
ッ
ク
よ
り
は
や
や
良
質
の
仮

の
避
難
場
所
を
提
供
す
る
以
上
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

震
災
の
翌
年
に
財
団
法
人
の
同
潤
会
が

設
立
さ
れ
て
い
る
。
同
潤
会
は
、
簡
易
住

宅
を
約
2
0
0
0
戸
、
郊
外
住
宅
を
約

3
7
0
0
戸
、
鉄
筋
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
約

2
5
0
0
戸
と
そ
の
他
で
、
合
計
１
万

2
0
0
0
戸
建
設
し
て
、
震
災
後
の
住
宅

の
近
代
化
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
同
潤
会
の
簡
易
住
宅
団
地
に
は
、
授
産

施
設
や
託
児
施
設
が
併
設
さ
れ
、
被
災
者

の
生
活
支
援
が
図
ら
れ
て
い
る
。

社
会
施
設
の
整
備
は
、
震
災
後
の
復
旧

や
復
興
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
震
災

27

10
万
人
余
り
の
命
と
、
30
万
の
家
を
奪
っ
た
関
東
大
震
災
。

本
誌
で
は
火
災
と
災
害
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
世
界
最
大
規
模
の
復
興
事
業
を
取
り
上
げ
ま
す
。

前
回
の
都
市
復
興
に
続
い
て
、

今
回
は
住
宅
・
産
業
復
興
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

住
宅
や
社
会
施
設
が
速
や
か
に
整
備
さ
れ
、

産
業
復
興
、
経
済
回
復
も
予
想
以
上
に
早
か
っ
た

文：室﨑益輝（関西学院大学総合政策学部教授）
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前
か
ら
、
社
会
的
不
安
や
ス
ラ
ム
問
題
な
ど

の
解
消
の
た
め
に
、
社
会
的
事
業
の
強
化
が

図
ら
れ
て
い
た
が
、
震
災
後
は
よ
り
一
層
積

極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
震
災
後
、
仮
設

住
宅
団
地
や
不
良
住
宅
地
区
に
、
隣
保
館
、

簡
易
浴
場
、
託
児
所
、
職
業
紹
介
所
、
簡

易
食
堂
、
授
産
場
、
公
設
市
場
な
ど
が
多
数

建
設
さ
れ
て
い
る
。
公
的
な
小
住
宅
団
地
で

も
同
潤
会
と
同
様
に
、
社
会
施
設
が
一
体
的

に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
活
面
で
の

細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
、
市
民
レ
ベ
ル
に
お

け
る
速
や
か
な
復
興
を
促
し
た
と
い
え
る
。

産
業
復
興
と
財
政
問
題

復
興
の
あ
り
方
は
、
財
政
問
題
あ
る
い

は
経
済
振
興
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
関
東
大
震
災
で
は
、
当
時
の

G
N
P
推
定
値
の
35
％
に
当
た
る
52
億
円

強
の
経
済
被
害
を
被
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
多
額
の
復
興
資
金
の
投
資
も
必

要
と
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不

況
の
中
で
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ほ
ど

の
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
、
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
産
業

の
復
興
や
経
済
の
回
復
は
、
4
年
後
に
生

産
額
が
震
災
前
に
回
復
し
て
い
る
こ
と
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
予
想
以
上
に
早
く
達

成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
早
期
の
回
復
は
、
被
災
者
の
救
済

や
雇
用
の
回
復
、
金
融
秩
序
の
維
持
に
つ

な
が
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
回
復
が
早
か
っ
た

理
由
と
し
て
は
、
政
府
が
都
市
復
興
よ
り
も

経
済
復
興
や
社
会
政
策
を
重
視
す
る
道
を

選
ん
だ
こ
と
、
国
庫
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た

剰
余
金
を
フ
ル
に
活
用
し
た
こ
と
、
可
能
な

か
ぎ
り
の
資
金
援
助
と
金
融
面
で
の
優
遇

措
置
を
講
じ
た
こ
と
、
当
時
の
生
産
シ
ス

テ
ム
が
単
純
で
修
復
が
簡
単
に
で
き
た
こ

と
、
震
災
を
契
機
と
し
た
産
業
構
造
や
工

業
立
地
の
転
換
が
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
た
こ

と
、
産
業
の
リ
ス
ク
分
散
に
よ
る
非
被
災

地
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
資
金
援
助
の
例

と
し
て
は
、
第
一
に
「
支
払
い
猶
予
令
」

に
よ
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
施
行
、
第
二
に
不

動
産
を
担
保
と
し
て
の
金
融
援
助
、
第
三

に
「
小
商
工
復
旧
復
興
資
金
」、「
大
工
業

救
済
資
金
」
と
い
っ
た
資
金
提
供
な
ど
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
減
免
の
措
置
な
ど
に
よ
る
震

災
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
が
著
し
い
な

か
で
、
復
興
財
源
づ
く
り
に
苦
慮
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
対
応
と
し
て
、
国
も
自
治

体
も
公
債
の
発
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
解

除
に
関
わ
っ
て
被
災
者
で
あ
る
商
工
業
者

の
救
済
を
図
る
必
要
が
生
じ
、
そ
の
対
策

と
し
て
震
災
手
形
の
日
本
銀
行
に
よ
る
再

割
引
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
公
債
発
行

と
震
災
手
形
の
割

引
は
、
そ
の
後
の
日

本
経
済
を
苦
し
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

郊外道路網計画（出典：東京市監査局都市計画課
「東京都市計画概要」昭和12年3月）

幹線街路予定地に建てられた臨時
収容家屋（出典：復興事業局（昭
和6年）「帝都復興事業誌土地区画
整理篇」挿絵「移転工事中臨時居住
せしめたる移動バラックの一群
（其の一））

日本橋から京橋を望む（出典：日本一鳩印「大東京新名所絵葉書」）警視庁新庁舎（桜田門）（出典 :絵葉書、刊記不詳、田中所蔵）

同潤会青山アパート（出典：復興調
査協会編「帝都復興史附横浜復興記
念史」興文堂書院、昭和5年）



和
53
年
に
発
生
し
た
伊
豆
大
島
近

海
を
震
源
と
す
る
地
震
（
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
7.
0
）
で
、
静
岡
県
賀
茂
郡
東

伊
豆
町
は
震
度
6
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。

地
滑
り
、
崖
崩
れ
な
ど
で
多
数
の
死
傷
者

を
出
す
と
と
も
に
、
道
路
が
塞
が
れ
、
陸

の
孤
島
と
な
っ
た
。

伊
豆
半
島
に
は
「
天
城
越
え
」
で
知
ら

れ
る
1
4
0
0
m
級
の
天
城
山
が
あ
り
、
山

越
え
が
困
難
な
た
め
、
地
域
の
生
活
を
支

え
て
い
る
海
岸
線
を
通
る
幹
線
道
路
が
災

害
で
塞
が
れ
る
と
、
そ
の
地
域
が
孤
立
し

て
し
ま
う
。

な
か
で
も
東
伊
豆
町
大
川
区
は
天
城
山

か
ら
流
れ
出
て
い
る
大
川
川
な
ど
の
河
川

が
何
筋
も
あ
り
、
地
震
や
台
風
に
よ
る
土

砂
の
流
出
に
よ
る
道
路
の
分
断
の
危
険
が

大
き
い
。
大
川
区
が
孤
立
し
た
場
合
の
対

ん
で
き
た
。

「
災
害
時
に
大
川
区
が
孤
立
す
る
恐
れ

を
住
民
が
抱
い
て
お
り
、
切
実
な
問
題
で

す
。
だ
か
ら
、
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
と
き

の
た
め
に
、
周
囲
の
漁
協
と
協
定
を
結
び
、

住
民
を
救
出
・
搬
送
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
作
り
、

負
傷
者
な
ど
を
空
輸
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」

「
ま
た
、
大
川
区
に
は
医
療
施
設
が
な

い
こ
と
か
ら
、
看
護
師
資
格
を
持
つ
住
民

の
協
力
で
、
救
護
班
を
作
っ
て
い
ま
す
」

山
田
稔
さ
ん
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

防
災
訓
練
も
多
岐
に
わ

た
る
。
年
に
4
回
で
、
9

月
は
総
合
防
災
訓
練
、
12

月
に
地
域
防
災
訓
練
、
6

月
に
土
砂
災
害
、
7
月
は

津
波
対
象
の
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。
9
月
に
は
大

川
区
と
隣
町
の
漁
協
、
自

衛
隊
の
協
力
で
海
上
搬
送

訓
練
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
離
発

着
試
験
を
行
っ
た
。
防
災

訓
練
に
は
小
中
高
校
も
参

加
す
る
。

「
子
ど
も
た
ち
は
訓
練

も
ま
じ
め
だ
か
ら
、
一
緒

に
や
る
こ
と
が
活
動
継
続

の
た
め
に
は
、
い
い
で
す
ね
。
た
だ
少
子

化
で
、
子
ど
も
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
悩

み
で
す
」

「
人
口
も
1
2
0
0
人
か
ら
9
0
0
人

に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
東
伊
豆
町
で

は
下
か
ら
二
番
目
の
人
口
で
す
が
、
町
内

の
体
育
大
会
で
は
優
勝
を
争
い
、
周
囲
の

区
か
ら
、
結
束
が
強
く
て
い
い
ね
え
、
と

う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま
す
」

山
田
さ
ん
は
、
そ
れ
は
「
先
人
た
ち
が

作
っ
て
き
た
つ
な
が
り
」
だ
と
い
う
。
そ

し
て
、
大
川
区
で
安
心
し
て
生
活
す
る
に

は
、
山
林
の
整
備
が
必
要
だ
と
話
す
。

「
人
工
林
が
輸
入
木
材
の
使
用
で
間
伐
さ

れ
ず
、
山
や
沢
の
土
砂
災
害
の
危
険
性
を

高
め
て
い
ま
す
。
安
心
で
き
る
山
と
な
る

整
備
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
地
域
の
人
た
ち
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
人
々
を
思
う
防
災
会
長
山
田
さ
ん
の

切
な
る
願
い
で
あ
る
。

第6回
東伊豆町大川区自主防災会

山田　稔さん

災害による

陸の孤島化に

備えて
災害で孤立する
可能性がある
伊豆半島の集落

海上や空からの避難に
住民たちは備えている

昭

やまだ･みのる●東伊豆町大川区自主
防災会会長。同区区長も兼任している。
消防分団長、PTA 会長などを歴任し、
平成20年から現職。

漁協の協力による海上搬送訓練

応
策
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
に

住
民
た
ち
と
一
体
と
な
っ
て
熱
心
に
取
組



神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
15
年
、
兵

庫
で
は
心
の
ケ
ア
の
専
門
家
と
教

職
員
が
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
取

組
み
、
多
く
の
事
例
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
と
行

動
の
変
化
を
受
け
止
め
、
理
解
し
、
共
感

し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
支
え
た
の
で
す
。

震
災
直
後
だ
け
で
は
な
く
、
数
年
間
、
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
数
が
減
少
し

な
か
っ
た
こ
と
、
震
災
か
ら
10
年
、
15
年

が
経
過
し
て
も
、
家
庭
環
境
の
変
化
な
ど

か
ら
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た

ち
が
い
る
こ
と
を
、
デ
ー
タ
で
示
し
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
蓄
積
は
、
国
内
の
被

災
地
で
教
育
復
興
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
震
災
で
は
、
多
く
の
人
々
が
支
え

合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
苦
境
を
乗
り
越

進
め
、
2
0
0
2
年
に
は
、
兵
庫
県
立
舞

子
高
校
に
全
国
初
の
環
境
防
災
科
を
設
置

し
、
こ
れ
ら
の
価
値
に
加
え
、
多
様
な
防

災
教
育
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
0
5
年
に
教
職
員
組
合
の
国
際
的

な
連
合
体
で
あ
る
E
I
（E

d
u
cation

 

In
te
rn
a
tio
n
a
l

）
が
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大

地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
の
被
災
地
ス
リ
ラ

ン
カ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
で
、

教
職
員
を
対
象
に
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の

ケ
ア
と
防
災
教
育
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
兵
庫
県
が
そ
の
任

を
負
っ
た
の
は
、必
然
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

2
0
0
7
年
夏
に
は
、
心
理
の
専
門
家

と
舞
子
高
校
が
ス
リ
ラ
ン
カ
を
再
訪
し
、

同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、2
0
0
9
年
3
月
の
現
地
調
査
を
経
て
、

2
0
1
0
年
度
か
ら
は
、
神
戸
学
院
大
学

学
際
教
育
機
構
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニ
ッ
ト

と
、
こ
れ
ま
で
の
心
理
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

関
係
者
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
新
た
に

J
I
C
A
草
の
根
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
心
の
ケ
ア
と
防
災
教

育
を
融
合
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

す
。四

川
大
地
震
の
被
災
地
で
は
、

J
I
C
A
が
2
0
0
9
年
度
か
ら
、
向
こ

う
5
年
間
、
心
理
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
し
ま
す
。
そ
の
中
心
は
兵
庫
県
の
心

理
専
門
家
と
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム

E
A
R
T
H
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
舞
子
高
校

と
神
戸
学
院
大
学
も
2
0
0
8
年
、

2
0
0
9
年
の
10
月
に
被
災
地
を
訪
れ
、

防
災
教
育
を
テ
ー
マ
に
交
流
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
の
心
の
ケ
ア
と
防
災
教
育
は
世
界

の
被
災
地
を
支
援
し
続
け
ま
す
。

第6回
セミナー・支援プロジェクト

兵庫の体験を

世界の被災地へ

生かす
兵庫県立舞子高校と
大学、心理専門家が
タッグを組んで

各地で心のケア・防災教育を
行っています

阪

諏訪清二（すわ・せいじ）●兵
庫県立舞子高等学校教諭、環
境防災科科長。兵庫県学校・
震災支援チームEARTH所属。
文部科学省防災教育支援に関
する懇談会委員など。

上：スリランカで教職員を対象とした心のケアと防災教育のセミナーを開催
　　（2009年3月）
下：四川省の職業学校で生徒たちと防災交流（2008年10月）

え
て
い
き
ま
し
た
。
兵
庫
県
教
育
委
員
会

は
、
命
の
大
切
さ
や
助
け
合
い
、
思
い
や

り
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
防
災
教
育
を



毎日新聞東京本社社会部記者

福永方人
ふくなが・ほうじん●平成14年毎日新聞
社入社。秋田支局などを経て平成21年
4月から東京本社社会部。

鳥
肌
が
立
っ
た
の
を
、
今
で
も
は
っ
き

り
覚
え
て
い
る
。

昨
年
8
月
9
日
、
台
風
9
号
に
よ
る
豪

雨
で
兵
庫
県
を
中
心
に
20
人
以
上
が
犠
牲

に
な
っ
た
災
害
。
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
同
県
佐
用
町
で
は
、
死
者
20
人
の
う
ち
、

避
難
の
途
中
で
増
水
し
た
川
に
流
さ
れ
る

な
ど
し
た
人
が
12
人
に
の
ぼ
っ
た
。

私
は
そ
の
2
日
前
の
毎
日
新
聞
夕
刊

（
東
京
本
社
発
行
版
）
で
、「
近
年
の
豪
雨

災
害
の
犠
牲
者
の
約
1
割
が
避
難
途
中
に

死
亡
し
た
」
と
い
う
牛
山
素
行
・
静
岡
大

防
災
総
合
セ
ン
タ
ー

准
教
授
の
調
査
結
果

を
紹
介
し
、
避
難
に

関
す
る
注
意
を
呼
び

か
け
る
記
事
を
書
い

て
い
た
。
取
り
上
げ
た
懸
念
が
直
後
に
現

実
と
な
り
、
恐
ろ
し
さ
さ
え
感
じ
た
。

こ
の
豪
雨
被
害
は
、
行
政
や
防
災
関
係

者
に
も
衝
撃
を
与
え
た
。
佐
用
町
で
死
亡

し
た
12
人
は
町
の
避
難
勧
告
を
受
け
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
前
に
自
主
的
に
、
町
が
指

定
し
た
避
難
所
に
向
か
っ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
防
災
意
識
の
高
さ
が
か

え
っ
て
あ
だ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え

る
か
ら
だ
。
犠
牲
者
の
な
か
に
は
、
自
宅

の
2
階
に
逃
げ
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
可
能

性
が
あ
る
人
も
い
た
。

現
地
調
査
を
実
施
し
た
牛
山
准
教
授

は
、「
従
来
の
防
災
の
考
え
方
で
は
、
市

町
村
指
定
の
避
難
所
に
で
き
る
だ
け
早
く

行
く
こ
と
が
正
し
い
避
難
方
法
と
さ
れ
て

お
り
、
佐
用
町
の
犠
牲
者
は
そ
の
意
味
で

『
優
等
生
』
だ
っ
た
。
し
か
し
、
あ
る
程

度
浸
水
し
た
場
合
は
移
動
す
る
の
は
危
険

で
、
む
し
ろ
自
宅
や
す
ぐ
近
所
の
高
所
に

避
難
し
た
方
が
い
い
。
避
難
方
法
は
状
況

に
応
じ
て
柔
軟
に
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

昨
年
は
7
月
に
も
、
九
州
北
部
と
中
国

地
方
で
梅
雨
前
線
の
活
発
化
に
よ
る
豪
雨

災
害
が
発
生
し
た
。
山
口
県
防
府
市
で
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
土
石
流
に
襲
わ

れ
る
な
ど
、
14
人
が
死
亡
。
市
の
避
難
勧

告
が
遅
れ
、
土
石
流
の
発
生
に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
問
題
と
な
っ
た
。

国
は
平
成
17
年
に
「
避
難
勧
告
等
の
判

断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
、
市
区
町
村
に
対
し
て
避

難
勧
告
・
指
示
の
発
令
基
準
や
伝
達
方
法

な
ど
を
定
め
る
よ
う
促
し
て
き
た
。
し
か

し
、
昨
年
の
一
連
の
豪
雨
災
害
は
、
避
難

の
方
法
や
避
難
勧
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関

す
る
考
え
方
を
見
直
す
必
要
性
を
突
き
つ

け
た
。
内
閣
府
は
昨
年
10
月
、
防
災
の
専

門
家
ら
で
つ
く
る
「
大
雨
災
害
に
お
け
る

避
難
の
あ
り
方
等
検
討
会
」
を
設
置
し
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
再
検
証
。
今
年
3
月
に

報
告
を
ま
と
め
、
自
治
体
に
対
し
、
気
象

予
測
情
報
な
ど
を
活
用
し
て
避
難
勧
告
の

判
断
を
早
め
る
ほ
か
、「
む
や
み
に
屋
外

に
出
な
い
」「
自
宅
の
2
階
に
逃
げ
る
」

な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
避
難
方
法
の
具
体

例
を
住
民
に
示
す
よ
う
求
め
た
。

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
が
頻
発
す
る
な
ど
、

近
年
は
水
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る

と
さ
れ
る
。
い
か
に
迅
速
に
被
災
の
危
険

性
を
見
極
め
、
住
民
に
適
切
な
防
災
情
報

を
伝
え
る
か
。
自
治
体
に
は
難
し
い
対
応

が
求
め
ら
れ
る
が
、
精
度
の
高
い
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
情
報
収
集
・
連
絡
体

制
の
強
化
と
い
っ
た
実
用
的
な
備
え
を
進

め
て
ほ
し
い
。
一
方
で
、
住
民
側
も
行
政

に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
所
の
浸
水
の

危
険
箇
所
を
確
認
す
る
な
ど
、
い
ざ
と
い

う
時
に
自
ら
判
断
し
て
行
動
す
る
た
め
の

知
恵
を
養
う
べ
き
だ
ろ
う
。
悲
劇
の
教
訓

を
生
か
さ
な
け
れ
ば
、
失
わ
れ
た
命
が
報

わ
れ
な
い
。

全
国
紙
記
者
と
し
て
、
各
地
の
先
進
的

な
取
組
を
広
く
紹
介
し
、
時
に
は
問
題
提

起
を
す
る
こ
と
で
「
減
災
」
を
後
押
し
し

て
い
き
た
い
。

「優等生」

の悲劇

防　災
ちょっとクイズ





内閣府（防災担当）
Cabinet Office, Goverment of Japan

Active Woman

［女優］

第25回防災ポスターコンクール

一般の部
大田 寿子（おおた としこ）さん

中学生・高校生の部
佐々木 誠吾（ささき せいご）さん

小学5・6年生の部
山下 瑠唯（やました るい）さん

幼児・小学1～ 4年生の部
大林 恋子（おおばやし ここ）さん

防災推進協議会

会長賞

防災担当

大臣賞

一般の部
平林 錠路（ひらばやし じょうじ）さん

中学生・高校生の部
大久保 いちご（おおくぼ いちご）さん

小学5・6年生の部
兵頭 昌和（ひょうどう まさかず）さん

幼児・小学1～ 4年生の部
墨 花菜（すみ はな）さん


